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　静岡大学は、『自由啓発・未来創成』という理念を掲げ、教育・研究・社会連携の三つを主要な使命として
います。なかでも社会連携に関しては、「地域社会と学生・教職員が相互に啓発しあう関係を構築するとともに、
地域との協働による課題解決を通して、地域社会の価値の創造と持続的な発展に貢献」するという目標を掲げ
ています。大学改革の３類型についても、地域のニーズに応える人材育成・研究を推進する方向を選択し、「地

（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」の中で、他大学、自治体、企業と連携して県内就職率の
向上、新たな産業の創出、そして地域活性化に取り組んできました。文部科学省からの補助期間は令和２年度
で終了しましたが、引き続き地方創生に寄与できるよう、100にのぼる他機関との接点を活かし、地域との連
携を進めております。
　このような地域連携ならびに地域と共創する教育の重要性に鑑み、平成29年10月に、地域創造学環とイノ
ベーション社会連携推進機構・地域連携生涯学習部門とを統合する形にて、「地域創造教育センター」を設置し、
さらに令和２年４月の未来社会デザイン機構の設置に伴い同機構の元に再配置され、大学と地域を結ぶ窓口と
しての立ち位置を明確にしました。学内において、このような地域連携活動の窓口となる組織を設置する前か
ら、すでに本学の学生・教職員はさまざまな地域連携活動に携わっていましたが、それらの活動は必ずしも学
内外の皆様には周知されておらず、また活動に際して様々な困難を抱えていたのが実情です。そこで、平成23
年度に地域連携生涯学習部門の前身である地域連携協働センターが、「地域連携応援プロジェクト」を企画し、

「本学の学生・教職員が主体となり、地域の人々や団体、自治体等と協働で取り組んでいる又は新たに取り組
もうとする地域活性化につながる活動」への支援を学内で公募、採択しました。その後も継続して公募を行い、
11年目を迎えた今年度は、学内各部局から19件の応募があり、15件を採択しました。新型コロナウイルス感染
症流行の影響により、例年のような活動が難しい状況の中、各プロジェクトチームは実施可能な対応を考え、
学外の方々と連携しながら活動を展開し有益な成果を得ており、その成果は学内外から高い評価を受けており
ます。
　また、平成25年度には本プロジェクトを手がかりに、これまで大学との接点がない地域からも広く課題を公
募する「地域課題解決支援プロジェクト」を立ち上げました。第１期・第２期合わせて42課題について、学内
外の支援を得ながら新たな地域連携・貢献活動を展開中です。
　本書は、令和３年度の地域連携応援プロジェクトの成果をまとめたものです。本学には学生・教職員の携わ
る多様な地域連携活動があることを知っていただき、今後それらの活動に参加したり、あるいは新たな地域連
携活動を始めたりするきっかけとして活用いただければ幸いです。

静岡大学地域連携応援プロジェクトについて巻　頭　言

阿部 耕也 ｜ 静岡大学地域創造教育センター長

年度 応募 採択 学内他部局に付託（依頼先）
H23 17件 7件 4件（防災総合センター）
H24 18件 11件 3件（学生支援センター）
H25 14件 12件 0件
H26 16件 13件 0件
H27 16件 11件 0件
H28 25件 15件 0件
H29 19件 13件 0件
H30 21件 14件 0件
R元 22件 15件 0件
R２ 11件 11件 0件
R３ 19件 15件 0件
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焼津浜通りと小泉八雲～服部家（帆屋）の利活用推進

小二田 誠二 ｜ 人文社会科学部教授
連携先：良知樹園、焼津市歴史民俗資料館、焼津小泉八雲記念館、しずおか焼津信用金庫

1

１．事業の背景・目標 

　焼津市の浜通りは、焼津港と小川港の間、海岸線に
並行し、古い建物や水産加工業の工場・店舗などが散
在している通りである。東の海側には新港の広い道路
が通り、裏手、西側には堀川が流れている。堀川は西
側から小川に流れ込む黒石川を人工的に焼津旧港に向
かう水路として作られた「堀」で、北進しているが殆
ど流れはない。この水路はかつて大井川上流から切り
出された材木を運ぶ運河であり、堀沿いには廻船問屋
も存在したことが知られている。焼津の漁業はもとも
と、この浜通りの海岸で行われたが、造成によって、
まず、北側に焼津漁港が形成され、日本有数の遠洋漁
業基地となり、堤防や道路の建設に従って小川港と一
体化した巨大な港に変貌した。浜通りは、こうして近
代的な漁港が形成されていく中で、漁師・水産加工業
者などが集住した、焼津でも最も古いまとまった漁村
であり、近代水産業、加工業の拠点として栄えた場所
である。そこにある服部家住宅（帆や）は、焼津漁業
史上最も重要な人物の一人である服部安次郎の生家で
あり、その古い建築はこの街並の貴重な構成要素にも
なっている。この荒廃していた建物が、昨年度、修復
と、それにあわせた利活用案公募の結果、設計・施工
は、有限会社松永和廣設計事務所・有限会社大石設計
堂に、管理運営は、良知樹園に決定し、３月、宿泊も
出来る多目的施設として運用が始まった。現在は感染
症の問題があるものの、宿泊、飲食やヨガなど、健康・
癒やしなどをテーマとしたイベントが時々行われてい

る。しかし、特に歴史文化関係の発信拠点としての具
体的な活用計画は十分とは言えず、まず、広く認知さ
れることも大きな課題であった。

　一方、この浜通りは、観光協会や「案内人の会」に
よるガイドツアー、「浜の会」による「あかり展」など、
賑わいを見せるイベントも時々開催されている。また、
ここは小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）が晩年、夏
ごとに過ごした家のあった場所であり、強力な文化資
源という認識は共有されており、ガイドツアーや静岡
県立大学細川研究室によるYYプロジェクトなど、集
客力のあるイベントは存在するし、ガイドがつけば十
分に興味深い歴史を感じられる空間であるのは間違い
ないものの、予備知識が無く訪問すると、古い建物や
目立つ遺物があるわけでも無く、飲食店や土産物屋も
少ない住宅街のような印象で、すぐには魅力を感じに
くいという現状がある。
　簡単に言えば、強力なコンテンツがありながら生か
し切れていない、と言うことになる。勿論、来訪者が
増えたところで、もはやそれを目当てに商売をする店
などが存在するわけではないので、観光振興には意味
が無いとも言える。ただ、地域住民たちが、改めて自
分たちの居る場所の歴史的意味を知り、語れるように
なることそのものには大きな意義があるだろう。 

　こうした現状を踏まえ、焼津の近代水産業所縁の土
地に再生された歴史的建造物を、歴史的文脈の中で活
かす企画を考えた。勿論、上にも書いたように、すぐ

帆や外観

帆や二階座敷、傾斜のある天井
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に日常的な賑わいを作れるわけでは無いし、それを目
指すのでもない。歴史文化的な文脈を身近に知ること
が出来る拠点が恒常的に存在し、そこで地域住民たち
が交流し、来訪者たちと情報交換出来る空間になれば、
状況は変わってくることが期待出来る。とはいえ、常
駐の案内人を配置するには、人件費も、管理費もかか
るので、大学等の助成を受けなくても回していけるだ
けの資金を調達する必要もある。こうした長期的な目
標を掲げつつ、まず、初年度は、場所の認知を目標と
し、インターネット等を活用して広く広報し、永続的
な文化拠点としての足場固めを図ることにした。

２．事業の概要
　上記のような課題解決と目標を実現するための足が
かりとして、可能であれば最少人数の観客を入れて、
小泉八雲を題材にできる著名人を招聘し、娯楽的な公
演を行うと同時に、地域の歴史文化解説の講座や展示
を行う計画を立てた。というのは、2018年度、同じ「地
域連携応援プロジェクト」で、清水の龍華寺で、高山
樗牛という八雲と同じ時代に生きた明治の文学者を題
材に「音楽と朗読による地域遺産の継承」という企画
を行っており、いわば、場所を変えた続編のような組
み立てを考えていたのであった。

　既に静岡大学の授業などで何度もご協力頂いてお
り、レパートリーに「耳なし芳一」も取り上げている、
能楽師の安田登氏に相談して座組なども御願いし、快
諾を得た。その時点では、地域文化に関する講座は、
観光案内人の会の最年少メンバーで、焼津市出身の地
域創造学環２年生を起用する予定で話を進めた。
　また、この間、イベント準備と併行して、市役所を
はじめ、観光協会、歴史民俗資料館、八雲記念館、さ
らには地域誌「むるぶ」を発行している共立アイコム、
しずおか焼津信用金庫等、関係各所を回り、協力要請

をした。

　同時に、興味のある学生たちにも現場を見学させ、
建物や残されていた資料などを実見したほか、浜通り
及びその周辺を歩いて、改めて文化資源の活用や周遊
コースの開発などを準備した。

３．今年度の事業
　しかし、感染症の流行は収まることがなく、人を集
めるイベントの開催は無理だろうという判断に至り、
根本的に企画を組み替える必要に迫られた。このため、
協力を御願いして関係を構築してきた多くの皆さんと
共同で行う予定だったことが一旦解消してしまったの
は返す返すも残念なことであった。
　改めて、安田氏と相談の上、客を入れる公演は行わ
ない代わりに、質の高い動画を作って発信し、永続的
に保存・公開することで、多くの人たちに知って頂く
とともに、今後の活動に対する人的、経済的支援を得
やすくするための宣伝材料にしよう、と言うことに設
定を変えた。当初から動画撮影やweb配信は考えてい
たものの、ハンディカム一台を据え置きで撮影する程
度に考えていたのが、それでは記録にはなっても楽し
める物にはならないし、第一パフォーマンスの迫力が
伝わらないのは明かである。そこで、ライブのために
考えていた広報などの費用を動画制作に回すことにし
て、質の高い動画を作れる人を探すことにした。静岡
で音楽や演劇、祭礼などで交流のあった音響の堀池龍
二氏に相談したところ、同じく静岡で活躍するスリラ
ンカ出身の萬寿カツリラタナ氏が適任であるというこ
とで、スタッフの構成は決まった。

　出演者は、安田登氏と行動を共にすることも多く、
「耳なし芳一」もレパートリーにしている、琵琶奏者
の塩高和之氏、長野県に移住して地域で演劇活動もさ

実演撮影準備の様子

座談会撮影の様子
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れている俳優の佐藤蕗子氏に決定。演目は「耳なし芳
一」のほか、焼津にちなむ話として「漂流」も加え、
座談会も含めて一日で撮り切る計画を立てた。
　一方、講演は、感染症の心配もあり、学生の準備も
困難であることから、歴史講座にせず、建物そのもの
について語れる人、と言うことで、設計施工に関わら
れた、松永和廣氏、大石智氏に御願いし、こちらは朗
読公演とは別日程で収録することにした。

　これらの収録は2021年10月中に無事行うことが出来
たが、数台のカメラや照明を駆使する大がかりな物に
なったため、編集作業も大変で、最初の動画の公開が
22年１月21日と、予定より大幅に遅れることになった
が、期待以上のできばえになった。
　この報告書を書いている現在も、すべて公開してい
るわけではないが、公開動画は以下のような構成であ
る。

　耳なし芳一　前半
　耳なし芳一　後半
　幕間対談（安田・小二田）
　漂流
　出演者座談会（安田・佐藤・塩高・小二田）
　設計施工業者座談会（大石・松永・小二田）
　建物見学（大石・松永・小二田）
＊このほかに、耳なし芳一と漂流をあわせて一本にし
た物も公開している。

　少し、内容を解説しておくと、「耳なし芳一」は八
雲の怪談の中でも最も有名な物の一つで、多くの実演
が存在するが、敢えて部分的には省略しながら、一方
で芳一が語ったであろう「平家物語」を実際に琵琶
の演奏を交えて演じているのは、「NHK100分で名著」
でお二人が共演されて以来、何度も上演されている三
人ならではの贅沢な演出だった。また、この建物の特

質は、琵琶のような楽器を伴う語り芸に特に適してい
るらしい。もう一つの「漂流」は、八雲が、大時化で
漂流し、九死に一生を得た天野甚助老人から直接聞い
た話を書き留めた物で、甚助老をたすけた板は、「甚
助さんの板子」として、現在は八雲記念館に展示され
ている。小泉八雲の焼津滞在は、晩年の、しかも夏だ
けで、松江や東京のように生活の拠点にしたわけでは
ないが、本人が自らの意志で選んだ土地であり、特に
焼津の人々との交流、そして、時に荒々しい海は格別
だったようで、焼津で書かれた小品は、現在でも一読
の価値がある。今回は、静岡大学人文学部に長く勤め
られた村松眞一先生の対訳を底本として、安田氏がア
レンジした物をテキストとした。
　建物の再生に関する座談会と見学は、当初「見どこ
ろ」解説を想定していたが、お二人と話すうちに、「古
民家再生」の理念のような展開になり、却って貴重な
お話を伺うことが出来た。今後、建物に来訪者が増え
た場合にも、案内の動画としてだけでなく、古い建物
をどう再生して活用するのか、と言う問題に対する大
きなヒントがあるように思う。

４．事業成果
　話が前後するが、感染症が終熄しない中、人を集め
て説明したり、地域住民に戸別訪問するなどの行動も
憚られたため、紙媒体の宣伝も取りやめ、webのみに
切り替え、無料のホームページを学生が制作すること
にした。また、追々紙媒体も必要になることを想定し
て、webリンクのQRコードを記載したポストカード
の案も学生が作って公開している。
　動画の公開だけでなく、収録に関わった関係者のコ
メントや、関連するコラムなどを絶えず公開すること
で、興味を持続させるよう努めている。現在は動画の
公開に沿ったコラムが中心であるが、今後は、残され
た資料や服部安次郎をはじめとする漁業史に関わる人
物、浜通りを中心とした焼津の水産業史などの情報を

演奏の様子（動画キャプチャ）

建物見学の様子（動画キャプチャ）
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集積し、解説する場所として継続的に発信していきた
い。
　
　上にも書いたように、この報告書を書いている現在
は、まだすべての動画を公開しては居ないが、この間、
清水のマリンパル、静岡のFM-Hi!といった、コミュ
ニティ FMでの紹介の他、「静岡新聞」文化面でも非
常に好意的に取り上げられ、新聞掲載後は、webや動
画の閲覧数ものび、改めて効果を意識することが出来
た。
＊静岡新聞記事へのリンクはwebサイトに掲載。
　
　集客イベントを行ったわけではないので、事業の成
果として、具体的な収穫があったと言うことはないが、
この企画を通じて、関わった人たちとの繋がりは今後
のための大きな資産になることは間違いなく、第一の
成果と言える。また、少人数ではあるが、演奏を間近
に見た人たちの反応は想像以上で、動画からも、迫力
が伝わってくる。方針変更後に考えた新しい目標の一
つである宣伝材料として、今後活用するために、これ
も十分な成果である。

５．今後に向けて
　このプロジェクトは、計画当初から、イベント開催
が目的だったわけではなく、帆やから焼津の歴史文化
を発信し、地域の交流を促す、永続的な拠点作りを目
指す企画であった。大学からの予算はごくわずかで、
実際には、研究費で補っても持ち出しの方が多くなっ
てしまったが、こう言う状態を長く続けるわけにはい
かないので、次年度以降は、助成や研究費に頼らない
で自立していく形の構築を目指すことになる。
　具体的には、しずおか焼津信用金庫の助言・ご指導
を仰ぎながら、クラウド・ファンディングなどの資金

形成を目指し、各方面に協力を要請していく。
　そのためにも、現在あるコンテンツに加え、可能で
あれば観客を入れた演奏・講演会などを開催し、同時
に、動画の蓄積も怠らずに継続していく。
　幸い、安田氏たちの演奏の効果もあって、しばらく
は出演者、演目に困ることはないし、焼津の漁業史、
あるいは、小泉八雲関連の話題もまた尽きることがな
いほど題材は豊富にあるので、より効率的、効果的な
運営をしていくことが課題になるだろう。
　
　もし、感染症が無かったらどういう形になっていた
か、と言うことを考えると、集客に苦労し、質の悪い
記録動画が残るだけで、次に繋がるような成果は得ら
れなかったかも知れないとも思う。そう言う意味では、
背水の陣で臨んだ今回の企画は、何度も諦めかけたけ
れど、結果的には良い物が残せたのではないかと思っ
ている。
　こちらから御願いしておきながら連絡を怠ったり、
意思疎通がうまく出来なかったり、色々とご迷惑、ご
心配をおかけしたことが多数思い出されて今も冷や汗
を掻いているが、改めて、関係した皆様には、お詫び
と御礼、そして、厚かましいことは承知で、今後もよ
ろしく御願いします、と申し上げて、報告を終わるこ
とにする。

なお、本プロジェクト公式webサイトは
「焼津浜通り服部家歴史文化発信企画」を検索、また
はQRコードを参照。
 

同じく、静岡大学 浜通り企画チーム動画チャンネル
のQRコードは以下。
 

■本プロジェクト実施メンバー
小二田 誠二　人文社会科学部教授
　　　　　　 （プロジェクト代表者）
海老名 香凜　地域創造学環地域共生コース３年
河合 美智香　地域創造学環地域共生コース３年
橋ヶ谷 有沙　�地域創造学環地域サステナビリティコー

ス２年・やいづ観光案内人の会会員

夜の建物外観
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静岡県内の学校を支援し地域に発信する
学習開発プロジェクト

河﨑 美保 ｜ 教育学部准教授
連携先：静岡市立清沢小学校、静岡大学教育学部附属島田中学校

２

１．プロジェクトの目的と背景
　本プロジェクトの目的は、教育学部初等学習開発学
専攻の教員と学生とが主に大学の中で探究的に開発し
てきた現代的な課題（人権の尊重，生命倫理，多文化
共生等）と主体的・対話的で深い学びの観点からの授
業づくりの知見を生かして、小・中学校の実践を支援
することである。
　初等学習開発学専攻は、VUCAな時代を生きていく
子どもたちが、現代的な諸課題に取り組み、持続可能
な社会を創るために、学校はどうあるべきか、どのよ
うな学びが必要かを考え実践する教員を育てる専攻と
して2016年度に設置された。学生は、現代的な諸課題
や考察するための見方を知ること、学習科学等の知見
に基づき人はいかに学ぶかを知ること、教師のあり方
を考えることを通して上記の課題に取り組んでいる。
他方、小・中学校では新学習指導要領が全面実施され、
主体的・対話的で深い学びの観点からの授業づくり、
持続可能な社会の創り手の育成に向けた現代的な課題
の探究など新しい学習内容、方法を展開していくこと
が期待されている。 そこで、「現代的課題に関する小
中学校の児童・生徒の主体的・対話的で深い学びの実
現」に課題があるといえる。
　そこで、本プロジェクトでは、初等学習開発学の教
員と学生とが主に大学の中で探究的に開発してきた現
代的な課題（人権の尊重，生命倫理，多文化共生等）
と主体的・対話的で深い学びの観点からの授業づくり
の知見を生かして、小・中学校の実践を支援すること
を目指した。あわせて学校の特性（山間地域や広域か
らの通学等）と結びついた実践上の課題に学生自身も
学びながら取り組むことで真実味のある文脈の中で学
生が学びを深めることをねらいとした。

２．プロジェクトの概要
　教員と連携先の会議を行う準備期間（７〜９月）を
経て、10月〜１月は、本専攻2年次専門科目「初等学
習開発学PBLⅠ」と連動させる形で取り組んだ。よっ
て、プロジェクトの開始（10月１日）、企画発表（12
月17日）、活動報告（１月28日）は本プロジェクトの
参加メンバーを含む専攻全体（２年生全員と教員５名）

で集まり、実施した。本プロジェクトの活動に参加し
た教員と学生は、連携先の小・中学校のニーズの聞き
取り、児童・生徒や学校・地域について情報収集する
フィールドワーク、教材を研究するためのフィールド
ワーク・調査、情報収集・分析を週1回程度の活動で
実施し、授業の開発に取り組んだ。
　なお本プロジェクトの申請時は、得られた知見を静
岡大学内外の大学生の学びにも還元するような企画を
する予定であったが、新型コロナウィルス感染拡大状
況を踏まえ、行わなかった。
　プロジェクトメンバーは静岡市立清沢小学校チーム

（学生４名＋教員１名），附属島田中学校チーム（学生
５名＋教員１名）に分かれ活動した。

３．静岡市立清沢小学校チーム
　本チームでは、学生４名と教員である河﨑とで、清
沢小学校をフィールドにして、小学校の課題をふまえ
た授業実践の構想に取り組んだ。清沢小学校の山根法
生校長先生からの課題提示を受け、基礎資料の収集、
小学校への訪問を経て、授業案を構想・提案し、山根
校長先生よりいただいたフィードバックを元にした授
業案のブラッシュアップに取り組んだ。以上の過程を
大学内で14回ほど集まり進めた。
　清沢小学校は、静岡市の山間地域、藁科学区に位置
する全校児童25名の小規模校である。安倍川・藁科川
の支流、黒俣川沿いに位置し、自然豊かな場所にある。
子どもたちは、この自然や地域の方々とのかかわりを
大切にして、学校の重点目標「『なりたい自分』に向かっ
てチャレンジ！」に励んでいる。特に、総合的な学習
の時間では「清沢ふるさと学習」として、清沢地区の
山に入り、地域の方による森林教室を行ったり、清沢
レモンについて調べ、修学旅行先でPR活動をしたり、
清沢和紙について体験的に学んだりしている。
３-１．課題の提示と分析・情報収集
　山根校長先生と河﨑との打ち合わせを経て、10月の
初めにチームに取り組んでほしい課題として来年度の
５、６年生に向けた「藁科学と呼んでいる清沢ふるさ
と学習に関わる提案」を山根校長先生よりいただいた

（図１）。
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　本チームでは、清沢の「財」を取り上げ、小学校で
力を入れている学習に提案・協力するだけでなく、依
頼内容を分析し、調べ学習で背景知識を得ながら、問
題の解釈を深め、そこにある現代的課題を汲み取り、

「財」をどのように扱うか、どのような目標に向けて
取り組むのか、どのような内容・手法がよいか、開発
での学びの成果を発揮し、提案することを目指した。
またその中で、山根校長先生にも新しい視点、アプロー
チを共に学び創る立場で関わっていただいた。
　まずは、棚田、清沢地区、清沢小学校の様子、清沢
の棚田、産業（茶、清沢レモン等）について、情報を
収集し、依頼の背景を分析した。ここから一般的な棚
田の機能・問題点や、「清沢塾」という市民グループ
によって2000年に清沢地区にある棚田の復元がされた
背景と歩みを知った。そこで学生は、「地域創生の観
点から棚田の維持・存続と転用のどちらがのぞましい
か」という論点で児童が議論する授業を素案として構
想した。
３-２．学校訪問
　11月12日金曜日９時〜 12時に清沢の棚田、及び清
沢小学校を訪問した。山根校長先生より、現在の清沢
塾の塾長でいらっしゃる小長谷建夫氏をご紹介いただ
き、復元された棚田を実際に見せていただきながら、
小長谷氏にインタビューをさせていただいた（図２）。
その後、小学校にて「清沢ふるさと学習」で清沢和紙
の原料となるミツマタの皮をはぐ作業に取り組む５、
６年生の様子を参観し、一部活動に参加させていただ
いた。最後に山根校長先生より、現在の授業の構想に

ついてご意見をいただき、山根校長先生からの依頼の
意図・背景を伺った。この訪問より、事前の情報収集・
分析で捉えていた棚田に関わる論点や子どもたちの様
子、山根校長先生の思いと、実際、訪問し知り得たこ
ととの間にずれがあることを学生たちは見出し、授業
構想の再考につながった。大学と地域の両方をつなぐ
探究の中で、この訪問は非常に有益な学びとなった。

３-３．授業の構想と提案
　学校訪問を経て、知り得たことを踏まえ、新たな授
業を構想した。学校訪問で注目されたことは、地域の
中で途絶えていた棚田が地域外のメンバーからなる清
沢塾により復興された清沢の棚田は「実験的な性格」
をもつこと、現在は清沢の人々とのつながりが薄く
なっている一方で、周辺地域、県内から活動に参加す
るメンバーの生きがいとなったり、児童・生徒が自然
を体験できる教育的な場となったりしていること、棚
田の衰退と清沢レモンの生産に直接つながりがあるわ
けではないこと、小学校５、６年生の実態としてより
適したレベルの課題がふさわしいと感じたこと、校長
先生は小学校の統廃合を見据えて、子どもたちに清沢
はどのような場所なのか他地域の子どもに伝えられる
ようになってほしいと願われていることである。
　そこで授業の目標は「清沢の魅力のひとつである棚
田について理解を深め、それをまとめ、伝える活動を
通して清沢のことを好きになる」こととし、第１部で

「清沢の棚田の魅力：自然、生きがい、教育的価値、
実験的側面について知る」、第２部で自然に焦点を絞
り、棚田の復元により蛍が生息するようになった理
由からその取り組みの工夫を考える、第３部で清沢の
魅力を伝えるパンフレットを製作するという単元を構
想した。これについて１月14日金曜日10時40分〜 11
時40分にオンライン・ミーティングの形態で山根校長
先生に授業案を提案し、フィードバックをいただいた

藁科学と呼んでいる清沢ふるさと学習に関わって
提案をお願いします。

　清沢には学ぶ財がたくさんあります。その中で
かつて学んでいて最近残念ながら関わらなくなっ
てしまったものに、棚田があります。当初静岡大
学の先生のご指導で復活したようなんですが、そ
の清沢の棚田について、学生さんに調べてもらい
レクチャーしてもらえないでしょうか。
　今の６年生が１年生だった頃少し関わりがあっ
たようですが、今はすっかり離れていてもったい
ないと思っていました。稲づくりなどはもはやで
きませんが、清沢の棚田の歴史や棚田を通した人々
の暮らし方、最近再び脚光を浴びている背景など、
清沢の棚田を中心に１時間程度レクチャーしても
らえる時間があったらいいなと思う次第です。

図 1　清沢小学校チームへの依頼

図２　清沢塾についてのインタビューの様子
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（図３）。校長先生より主に、社会科の見方・考え方で
ある「社会的事象を、位置や空間的な広がり、時期や
時間の経過、事象や人々の相互関係などに着目して捉
え、比較・分類したり総合したり、地域の人々や国民
の生活と関連付けたりすること」の観点から設計の意
図をより明確にすることで、より深まりのある学習活
動へと吟味・再考できるのではないかという点、単元
を貫く課題の設定と子どもたちにとって伝わる表現の
仕方の重要性についてコメントいただいた。また子ど
もたちの蛍の鑑賞について保護者会の協力を得て、授
業と連動できるとよいのではないかとの示唆をいただ
いた。これを元に授業を再度構想し、来年度の６月〜
７月にかけての実践を目指し、取り組みを進めていく。

４．附属島田中学校チーム
　本チームでは、学生５名と教員である色川とで、附
属島田中学校（以下では、島附と略す）をフィールド
にして、島附の学校課題をふまえた授業実践に関わる
基礎資料作成に取り組んだ。具体的には複数回訪問す
るとともに、大学内で毎週、延べにして14回ほど集まっ
て検討を進めていった。
４-１．学校訪問
　学校訪問については、第１回は、10月18日月曜日14
時から15時に島附へ伺った。杉本校長先生と研究部長
である神谷先生にご対応いただき、学生たちとともに、
島附の抱えている課題に対して、一緒に取り組ませて
いただきたいというこちらの意図を伝えて、まず、島
附の特徴を説明してもらった。
　島附は、島田市にあるものの、在校生は述べ69の小
学校から来ており、そのうち島田市出身者２割程度で、
東は静岡市から西は袋井市、南は牧之原市から通って
おり、９割の生徒は、電車で島田駅まで来て、そこか
ら徒歩20分かけて島附へ通っている。島附の生徒は全

員が受験して入学しており、一定水準以上の学力を
もった生徒たちで、主体性があり基本的に礼儀正しい
良い生徒たちなのだが、公立校の生徒たちと同様に人
間関係が苦手だったり、将来に悩んだり、保護者の期
待に応えようと頑張りすぎて疲れてしまっている生徒
もいる。
　授業の方法は、全員がしっかり授業に参加し、進め
方は教科ごとに幾分異なるが、基本的には１時間を通
して考える発問をしてから、個人で考えさせる個人追
究、グループで考えさせる小集団追究、そしてクラス
全体で考えさせる全体追究を行っている。
　附属であることもあって、生徒たちは教育実習生を
含めて外部から人が来ることに慣れていることもあ
り、どんな授業をしても空気を読んで対応してくれる
ので、ついうまくいったと錯覚しがちである。これは
良い点でもあるが、公立校ではうまくいかない授業を
うまくいくと錯覚してしまうことにもつながり、教材
開発には、マイナスの面もある。
　また島附の課題を伺ったところ、防災意識の低さが
あがっていた。公立校だと防災を考える場合、地域と
のつながりで検討していくのだが、先ほど述べられて
いたように、広範な地域から通う生徒が多く、いわゆ
る「地域」をもたないだけに、自分たちだけで防災及
び大災害後の対応も検討せざるをえず、頭の痛い問題
であるということであった。現状では、色々な災害に
対応する教員用「危機管理マニュアル」があること、
また年２回の防災訓練と災害時の備蓄用品を生徒一人
ずつが段ボール１箱に用意する取組を行っているとい
うことだった。
　そこで、島附生徒の防災意識を高めるような、かつ

「地域をもたない」防災に関する授業を開発すること
にした。
　第２回は11月22日月曜日に13時から15時まで、第３
回は12月６日月曜日13時から15時まで、それぞれ島附
に伺い、前回に伺った島附の特徴を念頭におきながら、
自由に授業参観させていただくことで、実際の島附に
おける発問の仕方や授業の進め方、またそれに対する
生徒の反応などを観察した。事前に伺っていたように、
誰一人として、授業に参加していない生徒はいなかっ
たし、教員の有益な発問に対して小集団追究を中心に
生徒たちの主体性を重視した授業が行われていた。ま
た生徒たちの意見交換では、積極的に手が挙がり、意
見交換をしながら発問に対する検討が深まっていく姿
を見ることができた。しかしICTの活用については、
タブレットの導入が遅れていることもあって、先生に

図３　オンラインミーティングの様子
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よるプロジェクターの利用にとどまっており、本格的
な利用はこれからという印象を受けた。このようにヒ
アリングだけでは分からない実際の姿を知ることで、
授業実践のイメージを膨らませることができた。
４-２．大学での検討
　大学では、島附訪問と並行して、具体的にどのよう
な防災授業が有用なのか、検討を進めた。まず学生た
ち自身の防災授業についての知識が不十分であったの
で、11月2日に静岡県地震防災センターを訪問し、災
害に対する様々な展示をみせていただきながら、セン
ターに所属する専門家のお話を伺った。またHUGを
お借りして実際に試した。さらに文献や情報を収集し
た。その過程で兵庫県立舞子高等学校に環境防災科が
あり、防災について専門的に学んでいることや島附で
は本学教育学部の藤井基貴先生らが防災小説という取
組を行っていたことを知った。
　このように島附の授業見学と文献等による教材研究
を行ってみると、島附にとって最も有益な授業実践は、
学校で大地震が発生し、帰宅困難になった生徒が多数
出ることを想定した場合、どのような事前の準備が必
要なのか、またそのような状況下でもみんなで助け合
いながら、あわてず冷静に対応するためにはどうすれ
ばよいのかを考えるような内容が良いのではないかと
考えた。島附らしい主体的な追究学習を織り込んだ３
時間分の学習指導案を作成して、神谷先生にお送りし、
添削していただいた。また、ここまでの成果を専攻の
活動報告の中で報告した（図４）。今年度中には既に
ご了解いただいている生徒に対する防災意識に関する
アンケートを実施するとともに、神谷先生のご指導を
活かし、学内での検討を進めて、より有益な授業実践
に関わる基礎資料の作成を進めている。

５．今後の展望
　初等学習開発学専攻は、「現代的課題に関する小中
学校の児童・生徒の主体的・対話的で深い学び」はど
のように実現可能か、学校や教師の役割も含めて検討
し、新たなモデルを創出することを目的に設置された。
しかし、これまで現代的課題に関する学びを学内で学
生相互に提案することはしてきたが、学校現場の現実
の課題と結びつけながら、実践を念頭に授業を構想す
るという機会は、今回、初めて得ることができた。ま
た、初めての試みであるため、期限内に実践をするこ
とよりも探索・探究のプロセスや質の高い企画を練り
上げることに重きを置いた。
　成果として、現代的課題を取り扱う学びを児童・生

徒にどのように提供することができるか真実味のある
文脈の中で考えることができたといえる。また、連携
先の小・中学校が持っているニーズに対してプロジェ
クトメンバーが支援できることを考え提案すること
で、大学の知見を発信したり、交流を深めたりする足
がかりができたと考える。
　今後の展開として、来年度に実際に授業をさせてい
ただける水準へと授業の構想を重ね、実践を実現させ
ること、附属島田中学校との協働は共同研究へと発展
させるなど、提案した実践を実際に実行し連携関係
を発展させることを目指している。さらに今回のプロ
ジェクトでの連携先と同様の問題意識を持つ学校や大
学近隣の学校にこの取り組みを発信し、新たな連携へ
とつなげたい。また、このような取り組みは新しい教
員養成のカリキュラムのモデルづくりにもつながると
考える。このようにして今回のプロジェクト・連携で
生み出した知見を近隣の地域や大学内部にも還元して
いきたい。

■本プロジェクト実施メンバー
河﨑 美保　　教育学部准教授（プロジェクト代表者）
色川 卓男　　教育学部教授
ヤマモト・ルシア・エミコ　　教育学部教授
上木 美侑　　教育学部学校初等学習開発学専攻２年
岡野 伊吹　　教育学部学校初等学習開発学専攻２年
齋藤 正慶　　教育学部学校初等学習開発学専攻２年
渡邊 さくら　教育学部学校初等学習開発学専攻２年
北口 雄太　　教育学部学校初等学習開発学専攻２年
竹腰 風花　　教育学部学校初等学習開発学専攻２年
中瀬 咲良　　教育学部学校初等学習開発学専攻２年
小倉 遼香　　教育学部学校初等学習開発学専攻２年

図４　附属島田中学校チームの活動報告の様子
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浜松市天竜地域の特産を活用した小学校理科教材の開発

郡司 賀透 ｜ 教育学部准教授
連携先：静岡市天竜区天竜地域

３

１．はじめに
　平成29年告示の学習指導要領では、社会に開かれた
教育課程の実現に向けて、地域と連携し、地域を活か
した教材化を積極的に図ることが求められている。
　本プロジェクトでは、地域教材の重要性を踏まえ、
浜松市天竜地域の特産物を理科教材として開発するこ
とにした。天竜区には天竜材という特産物があり、浜
松市は天竜材の利活用を推進している。そこで、天竜
材を活用した小学校理科における動画教材を開発し、
有効性について調べることとした。

２．理科教材開発の経緯
　本プロジェクトでは当初、小学校で演示実験を行う
計画であった。しかし、COVID-19感染症拡大防止の
ため、小学校の訪問が困難となってしまった。そのた
め、動画教材をつくり、児童が視聴後、googleフォー
ムでアンケートを回収する形式とした。プロジェクト
メンバーの中谷氏が中心となって、天竜材であるスギ
とヒノキを含む15種類の木を水に入れ、なぜ木には浮
くものと沈むものがあるのかを考察する実験動画を制
作した。また、動画の後半には天竜材を紹介する場面
を加えた。動画教材における実験内容を選んだ理由は
２つある。１つは、児童の身近な現象を取り上げるた
めである。もう１つは、木の浮き沈みに関する思い込
みに対して、実際の現象から考察することは、児童に
とって新鮮な体験であると考えたからである。浜松市
天竜区の小学校５校及び、静岡大学教育学部附属浜
松小学校の５・６年生、計287名が動画教材を視聴し、
アンケートを実施してその結果を分析した。アンケー
ト調査は2021年９月に浜松市立二俣小学校、10月に浜
松市立犬居小学校、気田小学校、光明小学校、水窪小
学校、11月に附属浜松小学校で実施した。

３．制作した動画教材
⑴　動画教材において深める科学的概念
　動画教材のねらいは、木には浮くものと沈むものが
あるという自然現象を理解することである。そのため
に、動画内の実験では様々な種類の木を水の中に入れ
て、浮かぶか沈むかを調べた。また、なぜ浮いたり沈

んだりするのかということを考察するため、「密度」
の概念も導入した。具体的には、複数の種類の木を水
に入れて実際に起こった現象をもとに、なぜ浮くもの
と沈むものがあるかということについて、水の密度と
比較しながら考察するというストーリーであった。ま
た、発展的な問いとして、同じ体積当たりの質量が同
じでも、浮く種類と沈む種類があることを検証する場
面を設定した。この発展的な問いについては「木の重
さ」、「木の構造」、「木の成長速度」から考察するよう
にした。動画内で実験の内容の後に天竜材の特徴につ
いて密度の視点から理解を深めることで、天竜材に関
する実感を伴った理解を促すようにした。

⑵　動画教材の制作
　動画教材の制作は、以下に示す実施日、準備物など
を使い行った。
　①実施日
　�　動画教材における実験は、2021年８月11日に実施

した。また、実験に使用した樹木の採取は前日の８
月10日に実施した。

　②準備物
　�・15種類の木　浜松市天竜区に所在するプロジェク

トメンバー宅の裏山から採取した。アオバラ、キリ、
ヤマザクラ、ヒノキ、ハリギリ、シデ、スギ、エノ
キ、クマシデ、ケヤキ、ビョウブナ、カシ、アブラ
ギリ、ツバキ、コナラである。

　・水槽
　・２㎏のはかり
　・スマートフォンカメラ
　③実験の条件制御
　�　実験に当たっては、まず15種類すべての木を250

㎤の大きさに加工して、乾燥前の質量をはかってか
ら、24時間同じ場所で放置して乾燥させた。その後、
乾燥後の質量をはかって実験を行った。

⑶　動画教材の内容
　動画教材は、全体で８分49秒である。主な内容は「木
の浮き沈み実験」と「天竜材の紹介」の２本立てとなっ
ている。動画では５年生までの既習漢字を使用する配
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慮をした。

　図１では、「身の回りには、水に「うく」ものと「し
ずむ」ものがある！」と提示し、その後動画内で見せ
る実験の導入とした。右上の水槽には「うく」ものの
例として、クロックスを水に入れる映像を流し、左下
の水槽には「しずむ」ものの例として、石を水に入れ
る映像を流した。クロックスを取り上げた理由は、子
どもたちの身近にあり、軽いものであったためである。
また、川遊びなどの際にクロックスやサンダルが浮い
たり、流されたりする経験をした児童は多いのではな
いかと予想したからである。石を取り上げた理由も同
様に子どもたちの身近にあり、重いものであったため
である。石が沈んでいる様子は、海や川や池など自然
界において一度は目にしたことがあるのではないかと
予想して例示することとした。

　図２では、実験で使用した15種類の木を天竜区の山
で実際に採取したことを示した。実験で使用した木の
種類を具体的に提示して、それぞれの木を同じ大きさ
に切り取る前と後の写真を載せて、どのような木を用
いているのかを動画のなかで見ることができるように
した。

　図３では、実験の条件を示した。同じ大きさ（体積）
にすることで、体積当たりの重さを比べて密度を捉え
やすくした。また、切り取ってから24時間置くこと
で、可能な限り乾燥させ、元々の水分量による影響を
最小限にしようと考えた。なお、体積を「5cm×5cm
×10cm」としたのは、採取した木の太さから採れる
最も適した大きさであったためである。

　図４では、全ての実験結果をまとめたものを提示し
た。それに加えて、なぜ浮くものと沈むものがあった
のかについては、「同じ体積の水の重さより、軽いも
のはうき、重いものはしずむ！」と表記して、アニメー
ションの最後に提示した（図５）。

図１　浮くものと沈むものの例示

図２　実験に使用した木の種類の提示

図４　実験結果

図５　同じ体積の重さ

図３　実験の条件提示
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　図６では、同じ大きさ（体積）、同じ重さであった
にも関わらず、浮いたクマシデと沈んだケヤキの２種
類の実験結果を提示して、問題提起をした。

　図７と図８は、養分と水の通り道や成長速度との関
連づけを図った場面である。密度は物理領域の概念で
あり、生物の構造・成長は生物領域で教授される概念
である。本プロジェクトでは、物理領域と生物領域の
概念の統合を行った。
　最後に、浜松市天竜区の名産である天竜材の紹介を
した。今回の実験の最大の魅力は、地域の素材を活か
した教材を用いて、科学的概念を深めるというところ
にある。そのため、実験でも使用したスギとヒノキが
天竜材であることを示し、天竜材の特徴や利活用の具
体例についても紹介することで、「浜松市天竜区の天
竜材」をさらに身近に感じてもらえるのではないかと
考えた（図９）。

４　制作した動画教材の検証
　児童のアンケート結果を分析すると、動画教材の視
聴前後で、木の浮き沈みに対する児童の認識は大きく
変化していることが分かった。動画教材視聴前は、木
は浮くものと沈むものがあると思っていた児童は48%
と約半数であったが、視聴後に思った児童は90%にま
で増加した。このことから、児童の大半が動画視聴後
に木の浮き沈みの現象に対する理解が深まった。さら
に、動画内で紹介した天竜材の認知については次のこ
とが分かった。天竜材を知っていた児童は69%と、ほ
とんどの児童が認知していたが、天竜材が東京オリン
ピックで使われていたことを知っていた児童は44%と
半数以下であった。以上、教材を通して天竜材につい
て知るとともに、どのように利活用されているかとい
うことについてもふれることで、児童がより天竜材の
魅力を感じたり、身近に感じたりすることにつながる
のではないかと考えた。他の質問への回答も含め、天
竜材を用いた地域教材について、さらなる検討が必要
である。
　特に動画内で紹介した机や椅子、家以外で他にどん
なところに使われているかについて知りたいという回
答が多く見られた。また、「机や椅子、家によく使わ
れる木は何か」という質問や、「どのくらい身の回り
に使われているか」という質問なども見られ、天竜材
の利活用について興味を示している児童が多くいるこ
とが分かった。さらに、天竜材の特徴や他の木との違
いについての質問などもあり、天竜材そのものに興味
を示している児童も見られた。天竜材の特徴について
は、動画内だけでなく、アンケート回答後に配布した
資料でも紹介しているため、児童の天竜材への興味に
さらにつながったのではないかと考えられる。また、

「人工林はどのように作っているのか」や、「どのよう
に木の管理をしているのか」などの人工林の管理につ
いての質問や、FSC認証についての質問もあり、森林
を守る活動と職業への興味を示している児童も見られ

図６　発展的な問い 図９　天竜材の特徴

図７　養分と水の通り道との関連づけ

図８　成長速度との関連づけ
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た。さらに、世界や国内での知名度についての質問に
加え、東京オリンピックで使われていたことに関して
は、使われた理由や、「どのように利用されたのか」、「な
ぜ県内ニュースにならないのか」などが見られ、東京
オリンピックにおける天竜材の利用について児童が知
る機会があまりなかったのではないかと考えられる。
そのため、地域教材化を通して天竜材の利活用につい
て少しでも触れることは有意義なことであると結論づ
けた。

５　さらなる地域連携に向けて
　地域連携をさらに促進するため、プロジェクト実施
メンバーである稲葉氏を中心にして、浜松城の石垣を
テーマにした力学の動画教材制作にも着手した。
　静岡大学教育学部附属浜松中学校の生徒を対象にし
た動画教材制作では、以下の３つの視点、すなわち、
静岡県西部地域に広がる土地（図10）、石材の運搬、
石垣に働く力（図11）について説明した動画を制作し
た。附属浜松中学校の生徒134名を対象に、制作した
動画教材による授業の実践とアンケート調査を行った

（2021年11月）。

　動画教材全体を通した感想を調査し、内容が適切で
あったかを確認した。その結果、「興味を持つことが
できた」、「浜松城の石垣は手抜きだと思っていたが、
そうではないと分かって嬉しい」という記述が見られ
た。石垣を理科教材として扱うことは、生徒が地域遺
跡といった伝統・文化に関心を持つ契機となり、新し
く科学的な視点を持つことができ、多面的に地域遺跡
を深く理解することができると考えられる。アンケー
ト結果から、生徒は使われている石を土地の影響から
見ることができるようになったと考えられる。石垣は
物理的な面だけでなく、地学的な面へと広げることも
でき、社会科との教科横断型の学習も行うことができ
る教材であると考えられる。また、「他のお城の石垣
と比較して見たい」という記述があったことから、地

域遺跡は、自身の地域からさらに外へと関心を持たせ
ることができ、グローバルな発想を持つきっかけとす
ることができる教材の可能性を持っている。

　来年度からは、三ヶ日みかんを使った小学校理科教
材の開発に着手する予定である。これから到来すると
いわれている、Society5.0（超スマート社会）におけ
る学校ver.3.0（個別最適化された学び）の世界では、
地域・家庭・情報ネットワークのなかで学びが展開さ
れることになる。実社会との複層的なつながりのなか
で、他地域の児童・生徒との学び合いができるように
なる。理科教師が地域の自然環境を活かしたり、地域
にある教育施設を活用したりする時代から、その場に
訪問しなくても、生徒が直接、専門家とつながる遠隔
授業が実現するであろう。地域における課題解決型の
学びが、地域にいない生徒・専門家を交えて展開され
ることも可能となる。地域を活かした理科教材の強み
である直接体験や地域に根ざすがゆえに生じていた課
題の切実さ・当事者性をどのように確保するか、さら
に検討していく必要があるだろう。

■本プロジェクト実施メンバー
郡司 賀透　　教育学部准教授（プロジェクト代表者）
中谷 光伽　　教育学部理科教育専修４年
稲葉 加奈子　教育学部理科教育専修４年

図10　静岡県西部地域に広がる土地

図11　石垣に働く力
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静大生による松崎町「ジオ・温泉クアツーリズム」の開発

中村 美智太郎 ｜ 教育学部准教授
連携先：伊豆半島ジオガイド協会，小山町クアオルト

４

１．地域の課題とプロジェクトのねらい
　本プロジェクトは静岡県松崎町を対象エリアとし
て，ジオパークとクアオルトというアプローチを組み
合わせることで「ジオ・温泉クアツーリズム」という
新しい取り組みを開発することを目的としている。
　静岡県松崎町は，伊豆半島の西南部に位置する人口
約6,000人の町で，元々は漁村だが，現在では町の歴
史や環境を生かした観光・サービス業が産業の中心と
なっている。従来から人気の温泉地だが，近年ではと
りわけ伊豆半島ジオパークのジオサイト（見学地）と
して，その地形・地質や生態系，文化遺産に注目が集
まっている。
　また，町の高齢化が47.3%（2020年４月１日時点）
と高く，隣接する西伊豆町（49.9%）と並んで静岡県
内でも高齢化率の高いエリアとなっている。そのため，
高齢者の健康問題が町の課題の一つである。
　以上のように松崎町は，観光としての魅力あふれる
町である一方，高齢化による健康問題という課題を抱
えている。そこで本プロジェクトでは，健康ウォーキ
ングの手法であるクアオルトをベースとして健康面に
アプローチしつつ，ジオパークの持つ観光的な側面を
組み合わせることで，健康と観光を組み合わせた問題
解決の提案を試みる。

２．クアオルトとは
　クアオルト（Kurort）とは，クア（Kur）とはドイ
ツ語で治療・療養，オルト（Ort）は場所という意味
である。よってクアオルトとはいわゆる健康保養地の
意味となるが，実際には保養地に長期滞在し，治療・
療養するという活動全体のことを指している。また，
クアオルトにまつわる観光をクアツーリズムと呼ぶ。
　ドイツ本国における治療の方法は泥療法や温泉など
様々あるが，日本においては軽度の山登りなどを通じ
た治療の手法である「地形性気候療法のクア」を中心
に取り入れており，これを治療という枠組みだけでな
く健康増進として位置付けることで「日本型クアオル
ト」として展開している。日本型クアオルトは，「頑
張りすぎない」，「体を冷たく保つ」をテーマに心拍数
を調整しながら自然の中を歩くという形にフレーミン

グしており，比較的手軽に実施できる点が評価されて
いる（参考：アンゲラ・シュウ, 2009, 気候療法入門. 
パレード.）。日本型クアオルトでは，運動強度を高め
るため，高低差がある程度ある場所で行うことが望ま
しいと考えられる。また，運動後には温泉に入ること
で健康増進効果を高められる。
　そこで，本プロジェクトでは対象地域の松崎町内に
おいて，海に面した低地があり，すぐそばに登れる山
があり，温泉があるという条件から雲見地区をプロ
ジェクトの実施エリアとして選定した。また同エリア
は，雲見温泉として観光の知名度があることに加えて，
火山の通り道が冷え固まった火山岩頸である烏帽子山
が伊豆半島ジオパークのジオサイトにも認定されてお
り，観光ポテンシャルも持ち合わせている。健康と教
養を組み合わせる「ジオ・温泉クアツーリズム」の取
り組みを進める格好の条件を備えた地域である。

３．活動内容
　本プロジェクトでは，まず静岡県内で唯一のクアオ
ルト認定を受けている小山町のクアオルトツアーを視
察した。続いて，雲見地区での下見を行うとともに，
クアオルト関係者や地元関係者とともに同地区のクア
オルトとしてのポテンシャルについて意見交換を行っ
た。その際，実施上の安全面での配慮が課題としてあ
がり，後日，静岡大学保健センターに指導を仰いだ。
その後，リハーサルを経て，10月にはジオ・温泉クア
ツーリズムを実践するとともに，企画内容を日本ジオ
パークネットワーク全国大会にて発表した。具体的な
日程は以下の通りである。
3月30日　小山町足柄クアオルト視察（プロジェクト外）

5月29日　松崎町雲見地区の下見
6月1日　 クアオルト講演会の開催
6月24日　保健管理についての聞き取り
7月4日　 ポスターなどの完成
10月4日　第11回日本ジオパーク全国大会島根半島・
宍道湖中海大会参加
10月17日　雲見ジオ・温泉クアツーリズム実施
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⑴　�3月30日，小山町で開催された「足柄クアオルト」
に永井が参加した。実際にクアオルトに参加し，
参加者が心拍数を「160－年齢」になることを意
識しながら，楽しく健康ウォークしている様子を
観察した。また，小山町クアオルトのパンフレッ
ト（写真１）を本プロジェクトのパンフレット作
成の参考とした。クアオルトの専門資格であるク
アオルト・テラポイトであり保健師の米山民恵氏
にお目にかかり，指導をいただけることとなった。

⑵　�5月29日，松崎町雲見地区において学生と現地ジ
オガイドで下見を行った。ジオガイドの佐野勇人
氏の案内の元，雲見地区の烏帽子山，牛着山，赤
井浜などのジオサイトについて学んだ。また，実
際の歩行時間を計測し，道路交通上の安全も含め
てルート選定を行った（写真２）。

⑶　�６月１日，オンラインでクアオルト講演会を開催
した。静岡県小山町で取り組んでいるクアオルト
を学び松崎町でのクアオルト開催につなげること
を講演会の趣旨として，講演者に米山民恵氏，鈴
木順平氏（小山町クアオルト健康ウォーキングガ
イド）を招き，本プロジェクトメンバーとともに
クアオルトに関心をお持ちの伊豆半島ジオガイ
ド（５名）が参加した。松崎町でクアオルトを普
及していくにあたっては，ジオサイトの内容整理
としてもまた観光アクターとしてもジオガイドの
方々の協力が不可欠である。米山氏からは小山町
での先行する取り組み（写真３）を，鈴木氏から
は既存の歴史街歩きとの連動について意見を提供
していただいた。ジオガイドの方からも，是非松
崎町で実現してほしいという意見をいただいた。

⑷　�６月24日，静岡大学保健センターの看護師の方

に，体調不良者が出た際の応急手当てや事前の健
康チェック方法などについて指導を受けた。ここ
での指導内容をもとに緊急対応マニュアル（写真
４）を作成し，プロジェクトメンバー間でも対応
方法や必要器具について情報共有を行った。

⑸　�７月４日，イベントポスターやパンフレットを作
成した（写真５）。

⑹　�10月４日，第11回日本ジオパーク全国大会島根半
島・宍道湖中海大会のポスターセッションに参加
した。コロナの影響によりZoom参加となった。ポ
スター（写真６）では，ジオパークの「教養」と
クアオルトの「健康」をクロスさせるという観光
のトレンドである「健康と教養」コンセプトを前
面に打ち出すとともに，住民の健康意識の向上や，
公衆入浴施設の付加価値の付与など，各地のジオ
パークでも課題となっている高齢化，施設の老朽
化に対する示唆を与えるような議論を行った。

　　�　質疑応答では他のジオパークでの活動について
も議論し，特に教育という分野だけでなく，地域
づくりや防災，自然の保全といった様々な分野の
発表があり，本プロジェクトにもこうした視点が
欠けている点が指摘された。

小山町のクアオルトパンフレット
（写真１）

下見の様子（写真2）

米山氏講演（写真3）

日本ジオパークネットワーク全国大会ポスター発表（写真6）

ポスター（写真5）緊急対応マニュアル（写真4）
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４．雲見ジオ・温泉クアツーリズム（10月17日）報告
⑴　実施概要
　実施概要は以下の通りである。
　・日時　10月17日　９時30分〜12時30分
　・参加者　12名（女性７名　男性５名）
　・当日スケジュール
　　９時30分　受付開始
　　10時00分　準備運動・ウォーキング開始
　　11時30分　ウォーキング終了
　　12時00分　入浴
　　12時30分　アンケート記入・解散
　・クアオルトの歩行結果（スマートウォッチで測定）
　　合計歩行距離 4.65km
　　合計歩数 6,363歩
　　消費カロリー 268Kcal

⑵　各地点での様子
　各地点で心拍数を測りながら運動強度を調整した。
測定地点はジオサイトである浅間神社（写真８），雲
見想い出岬（写真９），雲見霊廟（写真10）など６地
点とした。

　浅間神社では階段を上って本殿の前での説明もでき
たが，運動強度が大幅に高くなってしまうため，神社
入口にて歴史について説明した。雲見想い出岬では烏
帽子山の火山について説明し，火山灰が降り積もった
場所を実際に触っていただくなど，一方的な解説にな
らないよう工夫した。雲見霊廟ではかつて石切場とし
て使用されていた歴史や，なぜこの場所が石切場とし
て適していたのかなどを凝灰岩の観点から説明した。
地元の方でも初めて知ったという声が寄せられた。

　さらに，小山町クアオルトで実施されている「ヤッ
ホ」を行った。「ヤッホ」とは肺内の空気を入れ替え
ることを目的としており，全員で「ヤッホ」と叫ぶと
いうものである。語尾を伸ばすのではなく切ることで，
空気を交換させるとともに，全員で同じ体験をするこ
とで，仲間意識も生まれ自然と会話も増えた。

⑶　活動成果
　参加者は40代〜70代の12名であった。
　アンケートはクアオルトに関して，説明のわかりや
すさ，歩いた距離の適切さ，疲労度，参加中の爽快感・

ジオパーク的
ジオツアー解説

クアオルト的
健康チェック

・案内板
・�雲見の大地の成り立ち

の説明

・運動テスト
・安静時心拍数
・血圧の測定

・雲見浅間神社
・磐長姫命の話

・心拍数の測定

・想い出岬と烏帽子山 ・心拍数の測定

・雲見の海産物 ・心拍数の測定

・雲見霊廟の桜石 ・心拍数の測定

・雲見温泉の解説 ・心拍数
・血圧の測定

当日配布したパンフレット（写真7）

浅間神社での解説の様子（写真8）

雲見想い出岬での様子（写真9）
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ルs1.0」の１つのプロジェクトとして取り上げていた
だいた（写真11）。サスティナブルツーリズムのグルー
プのメンバーである渡辺攻氏（伊豆半島ジオガイド協
会ガイド）は，午前中に開催した本プロジェクトの企
画に参加され，本プロジェクトの取り組みである健康
増進や地域活性化の必要性について同中間発表会にて
報告された。

５．まとめと今後の展望
　今回，健康と観光・教養を組み合わせた「ジオ・温
泉クアツーリズム」の取り組みは，参加者の活動結果
から一定の成果が認められるとともに，地域住民との
連携により，2030松崎プロジェクトの一環として継続
される見込みとなったことから，一定の成果があった
と考えている。
　また，今後については健康需要が益々上昇すると考
えている。例えば，2021年11月26日，松崎町の隣町で
ある西伊豆町は厚生労働省「第10回健康寿命をのばそ
う!アワード」の介護予防・高齢化生活支援部門で最
高賞にあたる厚生労働大臣最優秀賞を受賞した。今後
は，松崎町に留まらず，近隣の西伊豆町や南伊豆町に
もジオガイドや地元住民の協力を仰ぎながら，「ジオ・
温泉クアツーリズム」を広めていくことを視野に入れ
ている。

■本プロジェクト実施メンバー
中村 美智太郎　教育学部准教授（プロジェクト代表者）
山本 隆太　地域創造教育センター准教授
永井 結登　�地域創造学環スポーツプロモーション

コース３年
北島 泰成　地域創造学環地域経営コース３年
中橋 幸作　�地域創造学環地域サステナビリティコー

ス２年

達成感，休憩時間の適切さなどの15項目を設け，４段
階で評価するものと自由記述を組み合わせた。全体の
評価では，90％以上の方が「満足した」と回答してい
ただいた。クアオルトの説明は81%が「理解できた」
だったが，ジオサイトの説明については「理解できた」
が63%と低かった。歩いた距離は「適切」（100%）で，
歩いた直後の疲労度は「あまり疲れなかった」「全く
疲れなかった」が合わせて81%であったため，クアオ
ルトでの疲労とは関係なく，単純にジオサイトの説明
に工夫が必要であることが明らかになった。
　寄せられたコメントとしては，「海が綺麗に見えて
よかった」，「歩きながら学べて楽しかった」，「是非他
の地域・コースでもやってほしい」などの肯定的なコ
メントの一方で，「歩道が狭い」，「坂道が危ない」，「も
う少し長く歩きたかった」などのご意見もいただいた。
学生ミーティングでは今後の課題として，ルートの改
善やジオサイトの説明をしている時に心拍数を下げな
い工夫などが挙げられた。
　総括すると，ジオパークの観光とクアオルトの健康
を組み合わせることで伊豆半島でしかできない取り組
みになるというメリットがある一方，工夫が欠けると，
観光か健康かのどちらかが疎かになってしまう可能性
が高くなる。両者の組み合わせやバランスについては，
今後検討していくべき課題である。
　なお，今回は試行的にクアオルト開始前に参加者１
名にスマートウォッチを装着し，クアオルトでの歩行
距離や合計歩数，消費カロリーなどを測定した。結果
は（1）に記載の通りで，データを元にルートの改善
をする方法についても検討ができることがわかった。

⑷　2030松崎プロジェクトでの報告
　同日の午後，静岡大学未来社会デザイン機構が2030
松崎プロジェクトの中間発表会を松崎町内で開催し
た。そこで，本プロジェクトの活動を「2030松崎ゴー

雲見霊廟での様子（写真10）

松崎ゴールズの様子（写真11）



19

令和３年度 静岡大学地域連携応援プロジェクト 成果報告書

になった。このジオサイトを更に整備して、より見学
しやすく活用していくことを目指し、湯ヶ島地区地域
づくり協議会と連携して活動を行った。

プロジェクトの内容
　湯ヶ島地区地域づくり協議会、ジオパーク推進協議
会、伊豆市役所と連携してジオサイトである鉢窪山や
天城湯ヶ島市民活動センターを更に活用していく活動
を行った。
①天城湯ヶ島市民活動センターにおいてイベントの開
催に協力
　12月19日に湯ヶ島地域づくり協議会が主催する「湯
ケ島っておもしろい！〜第二弾〜」と題したイベント
に協力して参加した。私達の研究室は天城湯ヶ島市民
活動センター（旧湯ヶ島小学校）周辺の植物探検と木
の実の標本づくり体験を担当した。

　事前までの準備では、植物探検の実施のために市民
活動センターから隣接する弘道寺までの間にどのよう
な植物があるのか調査した。ここには小学校であった
ときから植栽されてきたヒヨクヒバを中心にアカマ
ツ、ヒラドツツジ、アオキなどがあり、校門付近には
ヒノキやセンダン、シャクナゲなどがあった。また、

伊豆の植物を楽しむプロジェクト

徳岡 徹 ｜ 理学部准教授
連携先：伊豆市企画財政課、伊豆市湯ケ島地区地域づくり協議会ほか

５

プロジェクトの概要
　本研究では伊豆市湯ケ島地区地域づくり協議会、ジ
オパーク推進協議会、伊豆市役所と共同してジオサイ
トである鉢窪山や天城湯ヶ島民活動センターを活用し
ていく活動を行った。市民活動センターでの活動では
12月に「湯ケ島っておもしろい！〜第二弾〜」と題し
たイベントに参加することができた。また、市民活動
センターの標本収蔵スペースを充実させることができ
た。鉢窪山での活動では、７月にジオパーク推進協議
会と協力して自然観察会を実施することができた。ま
た、鉢窪山遊歩道の起点に天城九花木の看板を作成す
ることができた。これらの活動を通して、伊豆市の豊
かな自然環境を作り出している様々な植物を多くの人
に知ってもらうことができた。

プロジェクトの目的
　ジオパークとはユネスコ（国際連合教育科学文化機
関）が推し進める、国際的な価値のあるジオサイトを
保護し、これらを広く一般に教育し、持続可能な開発
を進めるプログラムである。伊豆半島は2018年に世界
ジオパークに認定されたが、伊豆半島の中心に位置す
る伊豆市には多くのジオサイトが認定されている。ま
た、その拠点施設として伊豆市には伊豆半島ジオパー
クミュージアム「ジオリア」が置かれ、ここを中心に
ジオパーク推進協議会がジオパークの保護、教育、活
用を進めている。本プロジェクトではジオパーク推進
協議会と伊豆市やその他関係機関と共同してジオサイ
トの活用を進めることを目的として活動を行った。
　伊豆市、湯ヶ島地区にあった湯ヶ島小学校は平成25
年に廃校となり、その後改修を経て、天城湯ヶ島市民
活動センターとして令和元年4月に再スタートを切っ
た。活動センターにはジオガイドの養成にも用いられ
る、ジオパーク推進協議会と静岡大学理学部が連携し
て運営している展示室と実験室がある。これらの施設
を更に活用していくことを目的として活動を行った。
　一方、茅野地区にある鉢窪山は伊豆半島ジオパーク
のジオサイトとされているが、これまでアクセスする
方法がなかった。しかし、2019年６月に登山道が設置
され、一般の方々も容易に見学することができるよう

イベント周知のため作製したチラシ
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弘道寺までの道には普通の森林に見られるシラカシや
ヤブツバキなどの植物や、弘道寺には立派なカヤやシ
キミが見られた。これらの植物を当日の参加者に詳し
く説明するために、これらの植物を更に詳しく観察し
文献も調べた。木の実の標本作りのためには、天城山
に見られる植物からその果実など特徴的な構造をもつ
部分を採集し、実施当日までに乾燥させた。スギの葉
や枝、毬果などや、イワガラミの果実や残った装飾花、
イロハモミジの翼果などを用いた。

　主催である湯ヶ島地区地域づくり協議会の皆さんや
伊豆市役所企画財政課の方々によりチラシの作成、天
城小学校への配布などの周知を行ったため、保護者を
含めて多数の出席があった。初めに「旧湯ヶ島小学
校周辺の植物・歴史探検」を行った。参加者多数のた
め参加者を２つのグループに分け、隣接する弘道寺ま
での植物や史跡について見て回った。私達の研究室メ
ンバーも２つのグループに分かれて植物の説明を行っ
た。大きなシャクナゲの木に春に咲かせた花からでき
た種子が残っており、このような大きな木もこんな小
さな種子から生まれてくることに改めて感動してい
た。弘道寺では座禅の体験をさせていただき、私達研
究室メンバーも時間を忘れて座禅をさせていただい
た。「木の実の標本作り」ではクリアボックスに入っ
た標本箱を作製した。事前に乾燥させておいた材料を
会場に並べ、参加者はこれらを自由に取り、ダンボー
ルの上に脱脂綿を敷いたものの上に並べていった。こ
れをクリアボックスに入れ、クリアボックスの上から
植物名を書いたシールを貼った。また、自由に飾りの

シールなどを貼り、クリスマスに相応しい飾りを作製
した。使用した乾燥させた材料はスギやモミジなどの
ごく一般的な植物であるにも関わらず、よく見てみる
と面白い形をしているものだなあと改めて気づくこと
ができた。また、伊豆市のアイデア工芸クラブの方々
と一緒に竹とんぼ作りに参加し、伊豆市の幅広い年齢
層の方々と楽しい交流をすることができた。

使用した植物材料

完成した木の実標本



21

令和３年度 静岡大学地域連携応援プロジェクト 成果報告書

②鉢窪山入り口に看板を設置
　湯ヶ島地域づくり協議会とともに天城九花木の看板
を作成した。鉢窪山は伊豆市湯ケ島地区にある小さな
山で、近隣に観光地として有名な浄蓮の滝がある。か
つて火山であった鉢窪山には頂上に噴火口跡が残って
おり、伊豆半島ジオパークのジオサイトにも指定され
ている。2019年に頂上までの遊歩道が整備され、ジオ
パークの看板が設置された。

　遊歩道の起点には静岡大学理学部天城フィールドセ
ミナーハウスがあるが、その周辺の山林は整備されず
雑木林が大きくなっていた。その場所に天城山を代表
する「天城九花木」を植栽して展示し、ジオガイドの
方々にも有効に利用できる場所を湯ヶ島地域づくり協
議会で整備することとなり、私達研究室も協力した。
私達の研究室ではこの「天城九花木」を解説する看板
を作製することとした。事前に「天城九花木」が実際
に野外でどのように生育しているのか、どのような特
徴が あるのかについて調査した。また、それぞれの植
物の特徴を示す図はどのようにあるべきなのかを検討
した。九種類の植物をひとまとめにした大きな看板を
二枚とそれぞれの植物を解説した看板を九種類作製し
た。看板の設置は年度末に行う予定である。

③ジオパーク推進協議会と共同のイベント
　今年度、ジオサイトである鉢窪山の頂上にある噴火
口跡周辺の樹木の整備が終了し、噴火口跡がよく見渡
せるようになった。整備終了のお披露目として、ジオ
パーク推進協議会が主催する自然観察会に協力して参
加した。自然観察会は７月25日に実施した。ジオパー
ク推進協議会が中心となって周知をおこない、十数名
の参加があった。伊豆市の菊池市長も参加された。

　私達研究室からはコロナ対策のため学生の参加は見
合わせ、徳岡のみが参加した。当日は徳岡とジオガイ
ドの２名がガイドとして鉢窪山の特徴やその植生につ
いて無線マイクとイヤホンで説明しながら山頂へ向
かった。山頂では美しい富士山が眺められた。また、
頂上の噴火口は周囲の高木が取り除かれて、噴火口全
体がよく見渡せるようになっており、今後ジオサイト
として有効活用ができることが期待できた。

作製した看板（大）

作製した看板（小）

鉢窪山山頂から富士山を眺める
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④市民活動センターの標本の充実
　伊豆市の狩野川踊子歩道沿い、鉢窪山、天城山国有
林などで植物採集を行い、標本を作製した。標本はさ
く葉標本と液浸標本を作製した。過去に作製した標本
もまとめて、段ボール箱とプラスチックコンテナに
入れて天城湯ヶ島市民活動センターの保管庫に収蔵し
た。これらは今後、伊豆市の自然を理解するための重
要な情報源として活用できる。

■本プロジェクト実施メンバー
徳岡 徹　　理学部准教授（プロジェクト代表者）
鵜飼 瑛斗　総合科学技術研究科理学専攻修士２年
東山 太一　総合科学技術研究科理学専攻修士１年

鉢窪山山頂の噴火口跡

市民活動センターに収蔵した標本



23

令和３年度 静岡大学地域連携応援プロジェクト 成果報告書

天竜浜名湖鉄道のオリジナルフォント制作による地域活性化事業

杉山 岳弘 ｜ 情報学部教授
連携先：天竜浜名湖鉄道株式会社、株式会社モリサワ

６

１．プロジェクトの背景と目的
　天竜浜名湖鉄道は、日本の原風景が多く残る地方の
ローカル線で、多くの文化財としての鉄道施設を持っ
ている。本プロジェクトでは、駅名などの看板に使わ
れてきた趣ある手書きの文字を一つの文化財として捉
え、デジタルフォント「天浜線フォント」という形で
残してきたいと思い、2019年度から継続して、天竜浜
名湖鉄道株式会社（以下、天浜線）およびフォント制
作会社の株式会社モリサワ（以下、モリサワ）から協
力を得ながらプロジェクトを進めている。天浜線のゆ
るキャン△やシン・エヴァンゲリオン劇場版のコラボ
も相まって、メディアの取材や反響も大きく、沿線の
お店からも漢字の拡張やフォントを活用した関連グッ
ズなどの開発が望まれている。
　本プロジェクトの目的は、天竜浜名湖鉄道の手書き
文字をデジタルフォントで制作し、天浜線フォントを
活用・普及し、地域活性化に繋げていくことである。
本稿では、本年度の取り組みとして、キャンペーンに
よる普及活動と漢字の制作について述べる。

２．プロジェクトの経緯
　本プロジェクトは静岡大学情報学部「先端情報学実
習」（学部２〜３年生の文工融合プロジェクト型実習）
において実施されている。2019年度に学生３名からの
フォント研究の企画提案があり、同年10月に天浜線の
駅を巡り手書き文字の採集を行った。モリサワの協力
を得て、2020年３月にひらがなを制作した。
　2020年度からはメンバーが10人になり、数字・カタ
カナ・駅名や鉄道でよく使われる漢字など合計176文
字を制作した他、貴重な手書き文字の駅名看板やその
成り立ち、駅名看板をもとに作成したフォントを広く
地域の人や観光客に伝える情報冊子「天浜線フォント
帳」の制作・配布を行った［1］。
　今年度、2021年度では小学校で習う漢字の制作を続
け、2021年12月８日に行った天浜線フォントver.2プ
レスリリースの時点で「ひらがな」（75字）、「カタカ
ナ」（80字）、漢字（750字）、アルファベット（52字）、
数字（10字）、記号（５字）の全972字を完成した。
　さらに、天浜線フォントの普及と地域活性化のキャ

ンペーンとして、「天浜線フォント　夏まつり2021」
を開催した。今年度の活動について以下に述べる。

３．プロジェクトの概況
　ここではプロジェクトの体制、行った会議や準備の
日程についてまとめる。
⑴　チーム体制
　フォントの制作をメインに進めるフォント制作班
と、キャンペーン企画などフォントの普及活動を行う
フォント活用班の２班に分かれ、天浜線やモリサワと
対面とオンラインのハイブリッド形式で連携を取りな
がら活動を行った。
⑵　実施スケジュール
　合同会議、フォント制作班、フォント活用班、プロ
ジェクト全体のそれぞれについての打ち合わせ等日程
は表１から４のとおりである。

水

容内日施実

2021年5月19日(水) 第1回デザイン研修

2021年6月16日(水) フォント制作進捗１

2021年7月5日(月) 第1回制作班・モリサワ共同ミーティング

2021年7月11日(日) フォント制作進捗２

2021年8月3日(火) 第1回モリサワフィードバック

2021年11月8日(月) 第2回モリサワフィードバック

2021年11月16日(火) 第1回進捗報告会

2021年11月23日(火) 第2回進捗報告会

2021年11月30日(火) 第3回進捗報告会

2021年12月14日(火) 第4回進捗報告会

2021年12月21日(火) 第5回進捗報告会

2022年1月11日(火) 第6回進捗報告会

2022年1月18日(火) 第7回進捗報告会

2022年1月21日(金) 第3回モリサワフィードバック

2022年1月25日(火) 第8回進捗報告会

2022年2月1日(火) 第9回進捗報告会

2022年2月8日(火) 第10回進捗報告会

2022年2月15日(火) 第11回進捗報告会

2022年2月24日(木) 第4回モリサワフィードバック

表１：天浜線・モリサワ・静大合同会議の日程

表２：フォント制作班の打ち合わせ
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４．天浜線フォントの制作
⑴　天浜線フォントの特徴
　天浜線フォントは天浜線に残る駅名標看板の手書き
文字を基に制作されている。特徴として次の３点、重
心の低さ、起筆終筆カーブの丸み、独特な筆運びが挙
げられる。
　また、漢字の制作には、モリサワと静岡大学の共同
研究による文字画像の自動生成技術を使用している

（図１）。

　具体的には、現存する手書き看板の文字から天浜線
フォントの特徴を学習して、漢字の文字画像を自動生
成する。これらの文字画像をフォント制作ソフトに取
り込み、画像を元に手動でアウトライン化をして漢字
を制作する（図２）。制作した漢字はモリサワからの
フィードバックを受けた後、修正して完成となる。

⑵　制作スケジュール
　2021年度から２年間でJIS第１水準（2965字）を制
作することを目標に制作している。2021年12月までに、

「ひらがな」（75字）、「カタカナ」（80字）、駅名に使わ
れている漢字と小学校１年生から４年生で習う漢字

（750字）、アルファベット（52字）、記号（５字）の全
972字を制作が完了している（図３, ４）。

⑶　今後の予定
　2021年度末までに駅名に使われている漢字（85
字）と小学校で習う漢字（940字）の制作を完了させ、
2022年度末までには中学校で習う漢字（1071字）と人
名漢字（859字）を制作することを予定している（図３）。

水

月

金

図１：文字画像の自動生成イメージ図

表３：フォント活用班の打ち合わせ

表４：プロジェクト全体の打ち合わせ

図２：文字制作の過程

図３：スケジュール表

図4：制作した文字の使用例
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５．天浜線フォントの活用・普及促進
　制作した天浜線フォントを地域の人や観光客に広く
伝えるため、天竜浜名湖鉄道と協力し、スタンプラリー
と２種類のSNS投稿キャンペーンを行う「天浜線フォ
ント　夏まつり2021」を2021年８月７日㈯から９月30
日㈭まで開催した。企画段階では８月31日まで約２週
間の開催を予定していたが、感染状況も踏まえ９月30
日まで開催とした。なお、景品については缶バッチを
120個、クリアファイルを160部、最初に制作した。
⑴　スタンプラリー
　スタンプラリーでは、駅を巡り文化財である駅舎な
どの天浜線の魅力に触れることを目的としている。天
浜線の９駅（新所原、都筑、浜名湖佐久米、金指、都
田、天竜二俣、遠江一宮、遠州森、掛川）にスタンプ
を設置（図５）し、参加者はスタンプを３つ集めるご
とに景品として天浜線フォントを用いてデザインされ
たクリアファイルを天竜二俣駅で獲得できる。スタン
プ台紙（図６）や全３種類のクリアファイル（図７）は、
全てプロジェクトの学生によってデザインされた。
⑵　SNS投稿キャンペーン
　観光客の来訪増加、観光客や地域住民に対して手書
き文字に注目を集め天浜線フォントへの関心を高め
ることが狙いである。駅名看板や店舗商品を撮影し、
InstagramまたはTwitterにハッシュタグを付けて投
稿すると、オリジナル缶バッジ（全６種，図８）を天
竜二俣駅で獲得できる。都筑駅のパン屋「メイ・ポッ
プ」、都田駅「駅Café」に協力を依頼し、商品をSNS
投稿の対象とした。缶バッチは天竜二俣駅に84個とメ
イ・ポップに24個配置した（残り12個は保管用）。

⑶　広報活動
　キャンペーン専用Webページ［2］を作成し（図９）、
2021年８月６日にイベント開催のプレスリリース（図
10）を行った。販促チラシ（図11）1000部を有人駅や
店舗や観光案内所などに配布した。さらにモリサワの

図５：スタンプ設置の様子

図７：クリアファイル（上からA4,A4,A5サイズ）

図６：スタンプ台紙［直径19.5cm］

図８：缶バッジデザイン［直径44mm］
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公式プレスリリースでFONT SWITCH PROJECTの
一環として紹介された［3］。

⑷　動画制作
　2021年９月18日に天浜線フォント制作に迫ったド
キュメンタリー動画［4］と天浜線フォントのCM動
画［5］を天竜浜名湖鉄道公式YouTubeチャンネルに
公開した。また、2021年11月に静岡大学浜松キャンパ
スのオンラインテクノフェスタにて転車台と鉄道歴史
館のVR動画（図12，13）を公開した（現在は非公開）。

６．結果および天浜線フォントの普及・状況
⑴　キャンペーン実施状況［6］
　2021年８月７日にスタートし、好評により８月27
日には景品のクリアファイル160部と天竜二俣駅の缶
バッジ84個が在庫切れとなったため、急遽クリアファ
イル90部と缶バッジ80個を増産した。期間中、緊急事
態宣言が８月20日から９月30日まで発令され、その後
は大幅に減ったが天浜線で何らかのイベントを実施し
ている点では意義が大きかったと言える。
⑵　キャンペーンの効果
　スタンプラリーでは、景品のクリアファイルを計
177部配布、SNS投稿では、Instagram 42件、Twitter 
39件の投稿があり、91個の缶バッジを配布した。
⑶　メディアでの露出
　2021年４月に共同通信社から取材があり、５月７日
に記事が公開されると、紙面では静岡新聞５月８日、
朝日新聞５月11日と５月12日など全国に幅広く掲載さ
れ、またWeb記事やフォント関係や鉄道関係でも多
く取り上げられた。
　2021年８月６日のプレスリリース後では、中日新
聞８月８日、静岡新聞８月24日に掲載された。また、

図12：転車台VR

図13：鉄道歴史館VR

図10：プレスリリースの様子

図9：キャンペーンWebページ

図11：チラシデザイン［A4］
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Twitterのフリーフォント紹介bot［7］で紹介された
他、Twitterでのシェアや投稿、YouTube動画での字
幕、絵本、駅名標看板（第３村駅）等の幅広い分野で
活用されている。さらに、８月20日、浜松・浜名湖の
魅力を発信するチーム「海の湖HAMANAジェンヌ」
が運営するジェンヌちゃんねるに、「天浜線フォント
夏まつり2021」を取り上げた動画［8］が公開され、
1205回視聴されている（2022年２月３日現在）。また、
天浜線公式YouTubeチャンネルで公開したドキュメ
ンタリー動画は407回、CM動画は725回再生されてい
る（2022年２月３日現在）。
⑷　アクセス数・ダウンロード数
　キャンペーン専用Webページを公開した８月６日
からキャンペーン終了の９月30日のページビュー数は
1516回だった（図14）。また、天浜線フォントのWeb
ページを公開した2021年３月２日から2022年１月31日
までのページビュー数は28869回であり、天浜線フォ
ントの累計ダウンロード数は17274回となっている（次
ページ図15）。

⑸　連携先からの評価
［天浜線］ 「弊社の前身である国鉄二俣線全線開通から
80年の節目にプロジェクトに参加させていただきまし
た。皆様と打ち合わせを重ねる度、色々な刺激や気付
きをいただけました。弊社営業活動の参考にさせてい
ただいております。特に、Web等を活用したPR方法
について大変参考になりました。コロナ禍で弊社自社
イベントを中々実施できる状況でなかった為、『天浜
線夏まつり』と銘打ってスタンプラリーを企画してい
ただけた事は大変ありがたかったです。今期、漢字も

追加された事で天浜線フォントの活躍の場が増えると
期待しております。引き続き皆様と一緒に天浜線フォ
ントの活用及び普及を検討させていただければ幸いと
思っております。」

［モリサワ］「今年度も『文字を通じて社会に貢献する』
というモリサワの社是のもと、文字文化の継承と発展
にも繋がる意義深い取組と捉え、プロジェクトへの応
援という形で地域活性化事業に参加できたことは学ぶ
ところの多い活動となりました。新たに作成したフォ
ントは、これまで作成した文字とのバランス調整が必
要になる場面も有りましたが、プロジェクトメンバー
の奮励により、統一したクオリティで新たにアルファ
ベット・小学５年生までに習う漢字を作成する事がで
き、フォントとしてますます充実した内容となりまし
た。天浜線フォントが一般の方の手に渡ることをとて
も楽しみにしています。」

［メイ・ポップ］「電車の待ち時間やInstagramの投稿
を見て訪れてくれた。お客さんにキャンペーンを説明
し参加してもらうことで、お客さんとの接点が持てて
良かった。」

７．今後の取り組み
　今年度は活用・普及を主に実施したが、現地でのス
タンプラリーやSNSでのキャンペーンはリアルとネッ
トの両方で効果的だったと言える。特に、共同通信社
に掲載され全国に広がったことは影響が大きい。
　今年度では、漢字を加え1000文字近くになったが、
この趣深いフォントをより実用可能なものにするため
に、JIS第１水準約3000文字までは制作する予定であ
る。また、活用・普及のために今後も引き続きモリサ
ワや天浜線と長く連携をし、活動を続けていきたい。

謝辞
　本プロジェクトを進めるにあたり、多大なご協力を
いただきました天竜浜名湖鉄道株式会社及び株式会社
モリサワの皆様、メイ・ポップ様、駅Café様に厚く御
礼申し上げます。
2021年度 報道関係のリスト（一部）
2021年５月７日　共同通信社Web記事，ローカル鉄
道の文字電子化学生ら「沿線の風景残す」
2021年５月８日　静岡新聞，天浜線フォントプロジェ
クト」の発起人「この人」津田茉美さん
2021年５月11日　朝日新聞（東京B、大阪府他）掲載，
エヴァのロケ地異世界感
2021年８月８日　中日新聞，天浜線フォント巡る夏
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8月6日
プレスリリース

8月24日
静岡新聞掲載

8月26日
緊急事態宣言発令

【キャンペーンWebページ】
集計期間：2021年8月6日～9月30日
総ページビュー数：1516回

8月20日
ジェンヌちゃんねる動画公開

8月7日
キャンペーン開始

8月11日
ジェンヌちゃんねる
動画撮影のツイート

9月6日
womoオンライン記事公開

図14：キャンペーン専用Webのページビュー数
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2021年８月24日　静岡新聞，「天浜線フォント」普及
へ企画
2021年９月６日　womo、スタンプラリーとSNSシェ
アで楽しむ「天浜線フォント　夏まつり2021」
2021年12月10日　静岡新聞，静大生有志制作「天浜線
フォント」改訂漢字など972文字を公開
2021年12月17日　静岡第一テレビ everyしずおか天浜
線フォント特集放映，古い駅名看板の手書き文字をデ
ジタル化「天浜線フォント」静大生の挑戦

■本プロジェクト実施メンバー（2021年度）
杉山 岳弘　情報学部教授（プロジェクト代表者）

［フォント制作班］
津田 茉美、東島 奈美� 情報社会学科４年
稲垣 花香、鈴木 伶哉、細田 奈央� 情報科学科３年
伊藤 咲耶、水野 萌子、王羽 晴� 情報社会学科２年
友田 深月� 情報科学科２年
藤本 菜緒� 行動情報学科２年
稲垣 望美� 地域創造学環２年

［フォント活用班］
大林 奈央、葛尾 歩、佐々木 萌、津田 茉美、東島 奈美
� 情報社会学科４年
財部 あかり� 行動情報学科４年
神谷 和志、近藤 滉平、森山 ひなた
� 情報社会学科３年
櫻井 優似� 情報社会学科２年
李 奥� 情報科学科２年
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図15：天浜線フォントWebページのページビュー数と天浜線フォントダウンロード数
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3月3日
中日新聞掲載

3月6日
静岡新聞掲載

5月7日
共同通信掲載

5月23日
ツイート拡散

7月1日
ツイート拡散

12月27日
静岡第一テレビevery.しずおか
天浜線フォント特集放送

【天浜線フォントWebページ】
集計期間：2021年3月2日～2022年1月31日
総ページビュー数：28,869回
総ダウンロード数：17,274回

8月6日
プレスリリース

8月8日
中日新聞掲載

12月8日
プレスリリース

12月10日
静岡新聞掲載

8月24日
静岡新聞掲載
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浜松市と大学との連携事業～大学生による講座～
（小学生児童を対象とした理科工作教室）

Kids Science Café　（顧問・立岡 浩一 ｜ 工学部教授）
連携先：浜松市

７

１．事業概要 　
　「浜松市と大学との連携事業」とは、浜松市内の協
働センターなどの生涯学習施設において市内の大学に 
通う学生が日ごろの学びの成果を活用し、自らが講師 
として講座を運営するものである。市民と大学生がお 
互いに自己の学びを深めるとともに、浜松市と大学が 
連携・協力して生涯学習の取り組みを推進することを 
目的として開催している。市内５大学が事業に参加し 
ており、静岡大学 Kids Science Caféも市内各地で理 
科工作教室を開催している。
　Kids Science Caféは、児童を対象とした実験工作を 
通して、青少年の「理科離れ」や「物理嫌い」を防ぎ、 
理科好きの児童を育てるために発足した静岡大学の公 
認サークルである。事業が掲げる、「いつでも、どこ
でも、だれでも学べる学習環境をつくる」、「学習成果
を適切に生かす」目的とサークルの趣旨が合致してい
ると考え、本サークルも連携事業に参加している。「浜
松市と大学との連携事業」に参加する前から小学校や
施設などの依頼を受けて、児童に工作を教えていたが、 
工作をするにあたり児童の安全の観点から活動が制限 
され、満足する工作教室を開くことができなかった。
事業に参加してからは、浜松市の協力を得られたこと 
で学習指導要領に沿った指導を受け、適切な講座を開 
催することができるようになった。浜松市との連携事 
業５回目となる本年度は、昨年度に引き続き理科工作 
教室を市内５箇所で行うこととなった。

２．事業の実施内容 　
　本年度、Kids Science Caféが行った講座は「光ると
見える？マジックボックス」である。これはLEDと
ハーフミラーを用いた工作であり、鏡と違い、周囲の
明るさによって光が透過するかが決まるという性質を
利用し、蛍光ペンで描いた絵が暗闇でのみ姿を現すと
いう工作である。
　この工作の良さ・面白さとして、
①�　小学校で習った電気回路についての知識を実際 

に活かすことができる。 　
②　自分の好きな模様を光らせることができる。 　
③�　反射材など身近なものにも使われている物の仕組

みを学習できる。 
ということが挙げられる。すでに小学校の理科で電気 
回路について学んでいる児童は学校で習ったことの復 
習とより深い理解ができる。学習前の児童にとっても、 
この工作が理科に興味をもつきっかけとなる。自分の
書いた模様を光らせることができる事により、児童自
身に工作をさらに楽しんでもらえる。また、この工作
には反射板などにも使われている蛍光色の原理を取り
入れている事から、身近な技術に関心を抱くきっかけ
になると期待できる。これより、「光ると見える？マジッ
クボックス」は児童の理科への興味を引くのに適した
題材であると考えた。工作物はプラスチック円筒やト
レーシングペーパーなどで構成された簡素なものであ
る。工作教室を行った後も児童が家で工作を作り直し
たり、工夫したりできるように作成手順書を作成し、
配布した。家でトレーシングペーパーに絵を書き足す
ことや、違う色の蛍光ペンを使うことでライトの色が
変わり、工作の新たな一面を発見することができる。

　今回の工作において、紫外線LEDは児童の目を傷
つける恐れがあるため直接目で長時間見ないように指
導した。Kids Science Caféの目的である児童への理科
の普及を達成するため、工作を始める前に、作成する
工作物の原理や身近な応用について解説した後、工作
物の安全性についても説明した。

光らせる前のマジックボックス
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　以下に今年の実施内容を掲載する。 　

【第１回】　2021年８月10日㈫ 　　　　　　
　　　　　場所：県居協働センター 　　　　　　
　　　　　対象児童：小学１〜６年生 　　　　　　
　　　　　講座時間：２時間　　　　　　
　　　　　参加人数：20人 　　　　　　
　　　　　講師：９人 　

【第２回】　2021年８月17日㈫　　　　　　　
　　　　　場所：浦川ふれあいセンター
　　　　　対象児童：小学１〜６年生 　　　　　　
　　　　　講座時間：２時間 　　　　　　
　　　　　参加人数：11人 　　　　　　
　　　　　講師：７人 　

【第３回】　2021年10月24日㈭　　　　　　　
　　　　　場所：花川小学校 　　　　　　
　　　　　対象児童：小学４〜６年生 　　　　　　
　　　　　講座時間：２時間 　　　　　　
　　　　　参加人数：16人 　　　　　　
　　　　　講師：５人 
　

【第４回】　2021年12月18日㈫　 　　　　　　
　　　　　場所：佐鳴台協働センター 　　　　　　
　　　　　対象児童：小学１〜６年生 　　　　　　
　　　　　講座時間：２時間 　　　　　　
　　　　　参加人数：16人
　　　　　講師数：２人

【第５回】　2022年２月19日㈯　
　　　　　場所：神久呂協働センター 　　　　　　
　　　　　対象児童：小学１〜６年生 　　　　　　
　　　　　講座時間：２時間 　　　　　　
　　　　　参加人数：９人 　
　　　　　講師：５人

３．事業の成果と課題 　
　初めに、口頭で工作手順を説明し、実際に講師と児
童で工作を作って貰った。講師たちは蛍光ペンが光る
理由を説明し、実際に光らせることで興味深くしてい
る様子が見られた。光りやすい色、光りにくい色があ
ることを説明すると、実際に試している児童や、絵に
工夫を加える児童もいた。
　参加した児童たちが最も力を入れていたのが、ト
レーシングペーパーに絵を書くことだった。それぞれ
楽しそうに思い思いの絵を描いていた。色を重ねてみ
るなど、私たちが思いつかなかったことをしている児
童も見られ、講師たちの参考にもなった。

　大学生と会話することに多少緊張している様子の児
童も見られた。一部、低学年の児童には工作が難しい
と感じる場面もあったようでとまどってしまう子も居
た。また、講師にも今年度始めて参加する学生も居て、
お互いに緊張している場面も見られた。積極的に話し
かけるなどお互いに緊張しないよう、話しやすい環境
が作れるように努力した。また、子どもがより理解し
やすいような表現ができるように取り組んだ。

「光ると見える？マジックボックス」

県居協働センターでの様子
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　実際に児童たちと工作をしてみて分かったことだ
が、２時間という時間設定は少し時間に余裕を取り過
ぎた。学年によって完成の時間に差が出てしまい、暇
ができてしまうことがあった。講師がもっと余裕をも
ちながら工作をするとともに、絵を描く時間を長く取
り、過去に作成した工作を持って行くことで余った時
間にほかの工作を楽しんで貰うようにした。児童たち
の集中が持つか心配していた場面もあったが、楽しん
で絵を描いていた場面から飽きることなく工作に取り
組んで貰えていたと感じた。

　浦川ふれあいセンターでは、地元の中学生が二人講
師補助として参加してくれた。小学生だけでなく、中
学生もこの事業に興味を持ってくれているということ
にうれしさを感じた。

　講座終了時に、参加してくれた児童に簡単なアン
ケートを実施した。質問は７問、○△×の３段階で評
価して貰った。質問は以下の通りである。

①何年生ですか
②教え方は分かりやすかったですか？
③面白かったですか？
④工作時間は足りましたか？
⑤工作は難しかったですか？
⑥また工作教室に参加したいですか？
⑦自由に感想を書いてね。

　アンケートの結果、「教え方は分かりやすかったで
すか」、「面白かったですか」、「工作時間は足りました
か」、「また工作教室に参加したいですか」に関しては
ほとんどの児童から○の評価をされた。一方、「工作
は難しかったですか」という質問に関しては×と、難
しかったと答える児童が目立った。特に低学年である
ほど難しいと思ったようだ。原理の説明などの理解が
少し難しかったのではないかと考えた。来年度以降、
より分かりやすく表現し、使えるということを意識し
ていきたい。自由記述の欄には、楽しかった、また工
作教室に参加したいと書いてくれた児童が多かった。
色によって光り方が違ったのが面白かったなどと書い
てくれた児童がいた一方、導線をつなげるのが難しく
大変だったと書いていた児童もいたため、講師もより
分かりやすく指導し、時にはサポートをするなどして
いきたい。

　今年度の工作には紫外線LEDを使用した。この紫
外線LEDと深い関わりのある青色LEDの開発には浜
松市出身の天野浩先生が関わっている。浜松市との連
携事業ということで、今後も浜松市ゆかりのものや地
元の産品を活用していきたい。

４．まとめ 　
　工作教室を通して受講者と大学生が互いに学び合う 
ことで、地域の学びの場を広げることができた。参加 
した児童に工作を楽しんでもらうことにより、理科を 
好きになってもらうきっかけを提供できたと考えてい 
る。理科工作教室を開催した協働センターからは、来 
年度も継続して開催して欲しいとの要請を頂いた。今
年度の工作教室は定員を上回る応募があったため、次 
年度は定員を増やしより多くの児童に工作を楽しんで 
もらえるようにしていきたい。今後とも児童への工作 

花川小学校での様子

実際に光らせた様子
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教室を通じた理科の普及に努め、日本の理系教育研究 
発展の一助となるよう邁進していく。また、対象を小
学生だけではなく、より発展した内容にし、理科工作
に興味がある中学生、高校生などに広げていきたい。
中学生、高校生には工作教室を受ける側だけでなく、
講師の補助として活躍することにより、さらに理科工
作に興味を持ってもらえる手であると考える。また、
簡単に作れるものであれば、実際に家に帰ってからお
うちの人ともう一度作ることもできる。家族も一緒に
楽しく工作を通じて学べるようなものを考えていきた
い。来年度以降、対象を広げていけるよう、浜松市と
相談していきたい。
　浜松市には見えないところでのサポートを多くして
貰った。コロナ禍ということもあり、感染対策のため
の配慮を最大限していただき、検温や消毒など消耗品
の提供をしてもらい、近隣の小学校に配るチラシ代な
どを負担していただいた。大学と浜松市からの協力に
感謝し、今後も日本の理系教育研究発展の一助となる
ように邁進していく。

■本プロジェクト実施メンバー 
立岡 浩一　　　工学部教授（プロジェクト代表者） 
日比野 弘季　　工学部機械工学科３年 
岩永 聖　　　　工学部電気電子工学科３年 
渡邉 寛人　　　工学部機械工学科２年 
戸井田 智里　　工学部機械工学科２年 
池内 元太　　　工学部化学バイオ工学科２年 
荻原 美桜　　　工学部化学バイオ工学科２年 
深澤 友里愛　　工学部化学バイオ工学科２年 
樋口 愛莉　　　工学部電気電子工学科２年
酒井 晴名　　　情報学部情報科学科２年
川松 亮太　　　工学部機械工学科１年 
山譯 智揮　　　工学部電気電子工学科１年 
平川 明香里　　工学部化学バイオ工学科１年 
中瀬 世士　　　工学部数理システム工学科１年 
皆塚 昌徳　　　情報学部情報社会学科１年
才野瀬 愛子　　情報学部情報社会学科１年
遠部 佳代子　　�浜松市市民部創造都市・文化振興課  
　　　　　　　 生涯学習推進グループ 
井ノ口 さおり　浜松市市民部創造都市・文化振興課 
　　　　　　　 生涯学習推進グループ
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佐鳴湖プラットフォーム形成支援

戸田 三津夫 ｜ 工学部准教授
連携先：浜松土木事務所、浜松市環境保全課、佐鳴湖地域協議会、入野漁業協同組合、椎ノ木谷保全の会、
　　　　昆虫食倶楽部、浜松水辺を愛する会、うぐいすの里佐鳴湖創生会、SHARE THE PARK

８

　みなさんは佐鳴湖を知っているでしょうか？　静岡
県で浜名湖につぐNo.2の湖ですが、１㎢を少し超える
くらいなので大きめのため池くらいの大きさです。一
時は汚濁した湖として有名でしたが、下水道の整備な
どの効果でここ数年、水質上の問題は起きていません。
静岡大学は、2003年から静岡大学アメニティ佐鳴湖プ
ロジェクトを設立して佐鳴湖の環境問題に取り組んで
きています。
　佐鳴湖は浜名湖につながる汽水湖ですが、浜名湖と
ともに都田川水系の河川の一部という位置づけで、静
岡県が管理しています。湖岸のほとんどは浜松市の佐
鳴湖公園として整備されています。過去に深刻な汚濁
が発生したことから、静岡県と浜松市が予算を支出し
事務局を担当している「佐鳴湖地域協議会」という組
織が作られています。

http://www.sanaruko-net.com/news.html
　会長は静岡文化芸術大学の下澤先生で、関係自治会
長、漁協、関係行政部署の代表がメンバーです。私も
委員として参加しています。今、この佐鳴湖地域協議
会で、佐鳴湖プラットフォーム（仮称）を立ち上げ、
将来の活動を担える人材を育成して、活動の主体を市
民に移行し、市民協働を進めていこうという動きが始
まっています。本プロジェクトは、静岡大学と市民団
体が連携して、その形成を促進していこうというもの
で、静岡大学の支援事業として意義深いものがあると
考えています。
　佐鳴湖をとりまく問題には、水質、生態系、ゴミ、
公園利用マナー、多面的な公園利用の実現、市民と行
政の協働促進に関するものがあります。事務局主導の
佐鳴湖プラットフォーム形成の動きにやや緩慢なとこ
ろがありました。一方、以前から熱心に佐鳴湖に関わっ
て様々な活動を展開してきた多くの個人や団体に、さ
まざまな要望があります。作業を円滑に迅速に進め、
実践的な連携を実現するにはすべてを行政事務局任せ
にすることなく、市民サイドでもいち早く連携の機運
を高め、実質的に機能する体制を作る必要があると考
えました。
　2021年度の事業として、佐鳴湖の魅力を象徴する生

態系に焦点をあて、「佐鳴湖いきもの交流会」を開催
しました。

　写真１は7月23日に浜松キャンパス共通講義棟　21
教室で開催した際の様子です。開催チラシも示します。

写真１　佐鳴湖いきもの交流会　2021/7/23
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　第一回の内容は、佐鳴湖でニホンウナギの漁が行わ
れており、また、浜名湖ではアサリに象徴される漁獲
高減少が起きていることに注目し、「水産」の視点か
ら考える会としました。２件の講演で構成し、一件目
は「豊かさを失った三河湾の再生を目指して!」鈴木 
輝明 先生（名城大学大学院総合学術研究科）、二件目
は、「消費者が知っておきたい水産資源の持続性」勝
川俊雄 先生（東京海洋大学）としました。浜名湖の
アサリ不漁から佐鳴湖の環境を考え、また、水産資源
を取り巻く事情を学ぶことにより、佐鳴湖という水辺
空間の重要性とそれを守っていくことの意義を再認識
できました。

　12月５日開催の第二回は、実際に佐鳴湖周辺で活動
している個人、団体の活動事例のうち「生物に関わる
もの」を集めて発表してもらいました。会場の写真と
開催チラシを示します。

　さらに、佐鳴湖地域協議会では毎年佐鳴湖交流会を
開催しており、本年度は1月23日でした。会場の様子
を写真で示します。 

　当日は、市民協働の展開の事例紹介として、「公園
の利活用や行政との連携に関する事例紹介」 （片倉う
さぎ山プレイパーク 瀬嵐氏）、「水辺の再生に関する
事例紹介」（東京都 内山氏）の二つの講演、各個人・
団体の活動紹介発表が行われました。個人・団体発表
にはいきもの交流会で発表された内容もありました。
本プロジェクトの成果もこの佐鳴湖交流会でポスター
展示しました。
 

写真２　佐鳴湖いきもの交流会　2021/12/5

写真３　佐鳴湖交流会　2022/1/23
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■本プロジェクト実施メンバー
戸田 三津夫　工学部准教授（プロジェクト代表者）
前田 恭伸　　工学部教授
鈴木 隆太郎　大学院総合科学技術研究科１年

写真４　佐鳴湖交流会ポスター会場（北岸管理棟2W掲示）

写真５　ポスター掲示（地域連携プロジェクト）
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浜名湖のアマモ再生事業

笹浪 知宏 ｜ 農学部教授
連携先：NPO法人浜名湖フォーラム

９

プロジェクトの背景と目的：
　浜名湖はこれまでアサリの産地としての地位を確立
してきた。漁業者の基盤的な収入源として機能すると
ともに、潮干狩りは浜名湖の観光として人気を博して
きた。しかし、近年は不漁に悩まされており、水揚げ
高は1970年代の最盛期の1/10にまで激減している。ま
た、近年では、観光業として盛んに行われてきた潮干
狩りも中止を余儀なくされている。アサリの減少の要
因として、公共事業による都田川のから流入量の低下、
地球温暖化に伴う海水温の上昇、漁業者による乱獲な
どが取り沙汰されている。
　水草の一種である「アマモ」は「海のゆりかご」と
も呼ばれ、多くの水生生物の棲家となり、海水の浄化
作用、温暖化ガスの主要原因であるCO2の高い吸収効
果などから近年注目されている。このアマモは、全国
的に減少しており、浜名湖においても急速にその量を
減らしている。アマモはアサリの棲家ともなっており、
アサリの幼生が定着するための基質として働き、天敵
から身を守るための隠れ家としても機能する。つまり、
アマモの激減がアサリの減少に影響を与える要因のひ
とつである可能性が指摘されている。浜名湖では、ア
マモを増やすための活動がボランティア団体によって
行われている（写真１）。しかし、その効果は限定的
であり、解決策が求められている。
　本プロジェクトでは、浜名湖のアサリを再生するこ
とを将来の目標として設定し、浜名湖のボランティア
団体であるNPO法人浜名湖フォーラムと共同でアマ
モの再生事業を行うこととした。
　具体的には、ボランティア活動に参加するとともに、
浜名湖の弁天島周辺の区画を県から借り受け、アマモ
の植栽活動を行う。クロダイやツメタガイによるアサ
リの食害を防除するためのネットの設置や同種の駆除
活動を行う。また、アマモの発芽率が１％以下である
ことを踏まえ、農学部地域フィールド科学教育研究セ
ンター用宗水圏フィールドにおいて、アマモの発芽実
験を行い、発芽の最適条件も併せて検討する。アサリ
の天敵動物の減少とアマモ群集の増加活動を通じて参
加者の自然保護への関心を高めるとともに、浜名湖に
おける水産業や観光業への理解を深めることが期待で

きる。

実施内容
１．�アマモに関する勉強会の実施とアマモの花枝の採

取
　参加者のアマモに対する理解を深めるための活動
として、徳増氏（NOP法人浜名湖フォーラム副理事）
による講演会を実施した（写真２）。アマモの生活史
と浜名湖の現状およびアマモ再生への取り組みについ
ての紹介があり、参加者の理解が深まった。

　勉強会に引き続き、浜名湖のいかり瀬付近のアマモ

写真１　浜名湖のアマモ場
アマモは比較的浅い、光が十分に届く水深に生育する。

写真２　浜名漁協で実施されたアマモに関する勉強会
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から花枝（種子が実る部分）の採集を行った。実際に
浜名湖に生えているアマモを観察し、その構造や周辺
環境に触れることで、参加者のアマモに対する理解が
より深まったと感じられた。採集したアマモの花枝は、
用宗水圏フィールドに持ち帰り、屋外水槽にて種子の
成熟処理に供した。

２．アサリの天敵の駆除活動
　ツメタガイは、やすりのような歯舌を用いて、アサ
リの殻に穴を開け、その穴からアサリを捕食する天敵
動物である。ツメタガイは産卵期になると「砂茶碗」
と呼ばれる渦巻き状の卵塊を産むため（写真３）、こ
の卵塊を集めて駆除することが可能である。浜名湖の
いかり瀬付近にて、ツメタガイの卵塊を探し、網です

くうことでツメタガイを駆除する活動を行った（写真
４）。多くの卵塊を集めることが出来、ツメタガイを
効率よく駆除することが出来た（写真５）。

３．アマモの種子の回収
　以前に採集して海水中で成熟させていたアマモの花
枝から種子を回収する作業を行った。海水中で成熟さ
せていた花枝は、葉の部分が朽ち、目の細かいざるの
中で振盪すると種子が容易に分離する。その種子を
回収する作業を行った（写真６）。用宗水圏フィール
ドに持ち帰った花枝についても種子の回収作業を行っ
た。２回の作業により、その後の実験に必要な種子を
得ることが出来た（写真７）。

　成熟させた花枝をざるに開け、ざるの中で振とうす
ると朽ちた花枝から種子が分離されてくる。分離した
種子は目の大きさの異なるざるを用いることで容易に
回収することが可能である。

写真３　ツメタガイの卵塊

写真５　採取したツメタガイの卵塊

写真４　卵塊の駆除活動の様子

写真６　花枝からの種子の回収作業の様子
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４．�浜名湖における漁業および観光業に関する勉強会
と共同実験区の設置

　アマモの再生活動だけではなく、その背景となる浜
名湖における漁業および観光業に関する理解を深め
るために、間瀬氏（NOP法人浜名湖フォーラム理事）
による講演会を実施した（写真８）。アサリ漁のこれ
までの変遷や最近の不漁の状況、潮干狩りに関する情
報、観光業に関する講演を聞くとともに、これからの
漁協のあり方について参加者全員で議論を行った。

　また、県の許可が降りたため、浜名湖に静岡大学と
浜名湖フォーラムの共同実験区を設置した（写真９）。
看板を設置し、ロープで仕切られた区画を設け、実施
する実験の内容について議論した。
　最後に、参加者によって、いかり瀬付近のゴミ拾い
作業を行った（写真10）。短時間でもたくさんのゴミ
を集めることができ、浜名湖の環境維持に貢献するこ
とが出来た。

５．浜名湖再生委員会への出席
　浜名漁協、浜松市、NOP法人浜名湖フォーラム、
浜松ホトニクス、静岡県水産技術研究所の関係者で構
成される浜名湖再生委員会へのオブザーバー出席を
行った。アサリの再生に関する研究発表会、その後の
意見交換を通じ、浜名湖の再生に関する議論を行った。
関係者の中では手詰まり感が否めない雰囲気であり、
今後の静岡大学の貢献に対する期待が感じられた。今
後の委員会へも継続的に参加する予定であり、静岡大
学での取り組みを紹介する機会を設けたいとの申し出
があった。

写真9　共同実験区の設置状況

写真10　ゴミ拾い作業の実施と集めたゴミ

写真８　浜名湖畔で実施された間瀬氏による講演の様子

写真７　花枝から回収したアマモの種子
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６．アマモの種撒きの実施
　採取後に保管していたアマモの種子をいかり瀬付近
に撒く作業を行った。アマモの種子を紙粘土に埋め込
み、直接湖底に散布する方法で行った（写真11および
12）。共同実験区にも種子を撒き、種の流出やクロダ
イによる食害を防ぐための防御ネットを設置した。今
後、定期的に発芽や成長の様子を観察していく予定で
ある。

７．アマモの発芽実験
　用宗水圏フィールドで保存していたアマモの種子の
発芽実験を行った。アマモの種子を観察したところ、
種子の色調には黒、茶色、白の３種類が存在し、割合
としては白の種子が多いことがわかった。カミソリで
切り、種子の縦断面を顕微鏡で観察したところ、白い
種子は種皮のみであり、不稔になっていると思われた

（写真13）。実際に、シャーレで発芽実験を行ったとこ

ろ（写真14）、黒と茶色の種子は発芽したが、白い種
子は発芽しないことがわかった。

おわりに
　本プロジェクトの遂行によって、浜名湖のアマモや
漁業、観光業に対する参加者の理解が深まるとともに、
NPO法人の職員や漁業関係者との交流を行うことが
でき、大変有意義であった。また、浜名湖のアマモの
種子の多くが不稔になっている可能性が考えられ、こ
れがアマモの激減につながっていることを示唆する知
見も得られた。その原因については今後調査していく
必要があると考えている。
　本プロジェクトに関連し、中日新聞、静岡新聞から
の取材を受け、新聞に掲載された（写真15）。その他
にも、浜松市立高校放送部の取材も受けた。アマモを

写真12　アマモの種まきの様子
種まきは、紙粘土に埋め込んだアマモの種子を直接海中に
投げ込むことによって行った。

写真11　 紙粘土に埋め込んだアマモの種子

写真13　浜名湖のアマモから採取した種子
黒、茶、白の種子が存在し、白い種の割合が多いことがわかった。

写真14　アマモの種の顕微鏡写真
種の縦断面を観察したところ、白い種子は種皮のみであり不稔であることが
わかった。
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再生事業は、想像していた以上に社会的な注目度の高
い重要なトピックだと感じた。来年度以降も引き続き
浜名湖における活動を継続・支援するとともに、大学
でしか出来ない研究を主体として、浜名湖の漁業、観
光業を応援していきたいと考えている。

■本プロジェクト実施メンバー
笹浪 知宏　　農学部教授（プロジェクト代表者）
富田 涼都　　農学部准教授
増田 果南　　農学部応用生命科学科４年
廣 怜奈　　　農学部応用生命科学科４年
朝比奈 美緒　農学部応用生命科学科３年
岡田 維吹　　農学部応用生命科学科３年
清水 光南　　農学部応用生命科学科３年
清水 直樹　　農学部応用生命科学科３年
金城 敬太　　農学部応用生命科学科３年
窪井 健斗　　農学部応用生命科学科３年
小出 幹　　　農学部応用生命科学科３年
橋野 嘉仁　　農学部応用生命科学科３年
山内 彩加　　農学部応用生命科学科３年
前田 祐茉　　農学部応用生命科学科１年
山田 真理子　農学部応用生命科学科１年
伊井野 大河　農学部応用生命科学科１年
宮里 真琴　　農学部応用生命科学科１年

写真15　2022年1月11日に静岡新聞に掲載された記事
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静岡産柑橘類から採取した天然リモネンを主成分とする
プラモデル用接着剤の開発

山田 雅章 ｜ 農学部教授
連携先：有限会社アスカモデル（静岡市）、NPO法人高校生農業塾（磐田市）、静岡県工業技術研究所（静岡市）

10

連携先の課題・要望
　プラモデルは静岡市の地場産業品であり、全国１位
の生産額を誇っているが、近年では汚れる、面倒、不
快な臭いなどの理由で、工具や接着剤を使用しないは
め込み式が主流となっている。しかし、道具を使い自
分の意図した作品に仕上げる喜びやその過程での様々
な経験が、子供の成長に好影響を与えることもある。
連携機関の㈲アスカモデルは子供たちに自由な発想の
もとでプラモデルを組み立てる喜びや、そのような体
験する機会を提供したいと考えており、人体や環境に
配慮した誰からも親しまれる接着剤の登場を切望して
いる。一方、農業・林業生産現場では様々な未利用資
源が発生し、その有効活用のための方策が待たれてい
る。
　そこで、本事業では静岡県の主要品目である柑橘の
生産現場から発生する摘果果実の使途としての可能
性、および林地残材として廃棄されている針葉の有効
利用を視野に入れ、様々な柑橘や県産樹木から採取さ
れる精油を直接プラモデル用接着剤として用いる可能
性について模索した。

目的
　本取組では各種柑橘果皮等を原料とした天然由来成
分を配合した接着剤を作製し、プラモデル用接着剤と
しての可能性を評価する。将来的には接着剤の作製か
らプラモデルの組立てまでの一連の工程を子供が体験
できる教育プログラムを構築したいと考えている。

内容
　本事業が目指す天然物を使用した接着剤は、柑橘の
皮や針葉から得られるオイル（以下精油）を主成分と
している。既に柑橘精油（主として合成品、リモネ
ン）を利用した接着剤は知られている。本事業では県
内産地から入手した柑橘や針葉を原料として精油を採
取し、それをそのまま使用したプラモデル用として使
用可能な接着剤の配合を決定する。
　本報告は、ガラス装置および大型装置による精油の
採取、成分分析、接着剤の作製と接着性能の把握の順
で解説する。

ガラス製精油定量装置による柑橘の果皮および針葉か
らのリモネンの採取
　供試材料として、静岡大学農学部附属地域フィール
ド科学教育研究センター（以下、静大フィールド）よ
り提供されたオレンジ、アマナツの皮、ならびにヒノ
キの葉（静岡県森連提供）を原料として用いた。
　果皮をミキサーで（写真１）、ヒノキの葉をハサミ
で裁断した。１L容丸底フラスコに適量の果皮や葉を
取り、そこに水を加えて、SPC精油定量装置に取り付
けた。マントルヒーターを用いて温度を220℃に設定
し約２時間加熱（フラスコ内は約100℃）して、水蒸
気蒸留を行った（写真２）。採取したオイル類（写真３）
の重量を測定し収率を算出した。

　その結果、採取オイルの収率はオレンジが0.48％〜
2.49％、アマナツが0.67％〜0.90％であり、収率の平
均値はオレンジで1.55％、アマナツで0.83％とオレン
ジの方が多かった。粉砕方法、原料の保存状態が収率
に影響したと思われる。一方、ヒノキ葉では0.99％〜
1.13％と柑橘よりも少なかった。

写真１　砕いた甘夏の皮
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20L容大型水蒸気蒸留装置による精油の採取
　摘果みかんの果皮またはスギの葉をミキサー等で細
かくした後、蒸留器の寸胴に入れ、適量の水を加えて、
20L容大型水蒸気蒸留装置（写真４）にセットした。
 

　蒸留時間は約４時間とし、IHヒーターを用いて約
100℃で行った。蒸留後、得られた精油の質量を測定
し収率を算出した。
　その結果、摘果ミカンの精油の収率は、0.52％、ス
ギの葉の精油収率は0.08%となった。収率は前述のガ
ラス製水蒸気蒸留装置に比べて低い結果となった。こ
れは、今回用いた装置は市販寸胴鍋を使用したもので
あり、蓋のゴムパッキンがうまく機能せず、蒸留中に
水蒸気等が漏れていたためと思われた。よって以降の
水蒸気蒸留は前述のガラス製精油定量装置を用いるこ
ととした。

柑橘果実搾汁からの精油の採取
　静大フィールドで摘果したブンタン、ウンシュウミ
カン、レモンの果実を原料として用いた（写真４）。
搾汁前に果実ごと粉砕した。粉砕した果実を約７kg
取り、スクリュー型搾汁機を用いて５rpmで約15分間
搾汁を行い、搾汁液と残渣とに分けた。得られた搾汁
に適宜蒸留水を加え、前述と同様の装置水蒸気蒸留を
行い、採取したオイルの質量を測定して収率を算出し
た。

　柑橘類の搾汁から採取したオイル量は、ブンタン未
処理では0.47％であった。このことから、皮ごと搾汁
しても皮に含有されているオイル分が果汁とともに搾
り出されることが確認された。また等倍の水を加え
て搾汁したブンタンサンプルからもオイルが採取され
たが、加水した分だけ収率は低く水を添加しない場合
の約半分の0.21％となった。ミカンからのオイル分は
0.14％と低く、一方レモンは0.57％と最も高い値を示
した。
　これらの結果より、水添加をしない原料の各種果実
１kgから採取されるオイル量を計算すると、ブンタ

写真２　ガラス製水蒸気蒸留装置

写真４　大型水蒸気蒸留装置

写真３　得られた精油

写真５　搾汁に用いた原料
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ンで2.62ｇ、ミカンで0.95ｇ、レモンで3.34ｇであった。
一方、搾汁残渣からはオイルの採取はできなかった。

採取した各精油の成分分析
　水蒸気蒸留により得られたアマナツ、オレンジ、ブ
ンタン、摘果ミカンの精油を連携先である静岡県工業
技術研究所にて、におい成分分析システム（GC-MS）
にて、以下の条件で成分分析を行った。
　測定方法：液打ち50倍希釈(EtOH)
　分析：�GC/MS(Agilent Technologies)、7890B GC 

System、5977B GC/MSD
　カラム：DB5-MS，30ｍ×250um×0.25um
　温度：40℃ (2min)-10℃ /min-250℃ (10min)
　解析：NISTライブラリ　アロマサーチ
　オレンジの分析結果を表１に示す。なお、今回
用いた全ての柑橘類において最も多かった成分は
D-Limoneneで あ り、 全 成 分 中 の83〜92 ％ を 占 め
た。また、オレンジがD-Limoneneの面積ピークが
最も大きかった。それ以外にはgamma-Terpineneや
Myrcene、alpha-Pineneなどがあったが、柑橘間でそ
れほど大きな違いは見られなかった。

ポリスチレンを溶解したリモネン接着剤の作製と接着
性能
　水蒸気蒸留により得られたオレンジオイルに10 
wt%のポリスチレンを溶かして接着剤とした。比較と
して、市販のプラモデル用接着剤の溶剤形とリモネン
形接着剤を、またプラモデル用ではないが汎用品とし

て溶剤形酢酸ビニル樹脂、α−シアノアクリレート（瞬
間接着剤）、エポキシ樹脂の各接着剤を用いた。各接
着剤の呼称は表２のとおりとした。なおヒノキ葉精油
はポリスチレンを溶解しなかったので、以下の試験は
行わなかった。

　JIS K6850に規定されたポリスチレン接着試験片（25
×100mm、厚さ1.6mm）を用いて、25mm×15mmの
接着面積に対して塗布量は約80（g/m2）、圧締圧力0.3 
MPaで24時間圧締を行い３日間養生して、各接着剤
につき８個のラップジョイント試験片を作製した。
　万能試験機を用いて、引張りせん断試験を行った。
接着試験はすべて常態とし、荷重速度は10 mm/min
で行った。
　各接着剤の接着性能を図１に示す。市販 ①〜④ お
よび自作①は、どれも３MPa程度の接着強さと100％
近い材破率（破壊時にポリスチレンが壊れた比率）を
示し、良好な接着性能（接着強度と材破率の総合評価）
を示した。なおこれらは、接着部分の端に応力がかか
り、試験片が破断する結果となったため、上記の値は
正しくは接着強さではなく、あくまで破壊時の強度で
ある。このことから、オレンジオイルを用いた自作接
着剤は、プラモデルの原料であるポリスチレンに対し
て十分な接着性能を有すると考えられる。
　一方、市販⑤は木材、紙、布などの接着用に用いら
れるので、今回のポリスチレンなどの極性の小さな被
着体には本来用いないものである。養生後にすぐに剥
がれてしまったため、接着強さと材破率ともに測定で
きなかった。市販⑥は、粘度が低く、均一な接着層を
形成していない試験片が８片中５片あったため、接着
強さと材破率は低い値を示した。万能接着剤として知
られるエポキシ樹脂（市販⑦）も接着性能は低かった。
　次に、用いた柑橘類の接着剤への適性を評価するた
めに、各種天然柑橘オイルを用いた自作接着剤の接着
試験を行った（表３）。ここではポリスチレンの量を
10wt％、25wt％とし、ポリスチレンを溶解していな
いオイルのみ（図中の精油）も追加した。結果を図２
に示す。材破率は全ての接着剤で100％であった。ポ
リスチレン濃度は10wt％、25wt％ともに約３MPaの

表１　オレンジ皮精油の成分

表２
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図１　市販および自作接着剤の接着性能

図２　各種自作接着剤の接着強さ

表３　各種自作接着剤

２．静岡市及び県の地場産業への貢献
　静岡市内のプラモデルメーカーの製品と静岡県内の
みかんを使ったオール静岡県産の製品であるため、静
岡県および静岡市の地場産業への関心度を向上させら
れると考えられる。また、静岡市の地域創生プロジェ
クト「静岡市プラモデル化計画」として、市民にプラ
モデルを作ってみようというきっかけを与える可能性
もある。加えて、本接着剤を紹介することで農作物へ
の関心も持っていただきたいと考えている。

３．『接着式プラモデル』の導入による商品開発
　この取り組みによって、接着剤を使用したプラモデ
ルが再認識され、はめ込み式プラモデルだけでなく、
従来から発売されている接着剤使用商品の購買増加に
もつながると考えられる。また接着剤を使うプラモデ
ルをネガティブ要素としてとらえることなく、商品開
発の継続が可能になる。

おわりに
　本研究により、柑橘果皮からの精油を接着剤原料あ
るいはそれ自身を接着剤として使用できることが明ら
かとなった。今後は更に他の農産・林産未利用資源を
接着剤原料として開拓するとともに、プラモデル以外
の接着剤としての利用可能性を模索する予定である。
　静岡県産未利用資源に付加価値を付与し、それを利
用して人体や環境に悪影響のない接着剤を作製できれ
ば、プラモデル等を通じて子供たちへの環境教育や工
作体験といった新たな教育プログラムを提供できると
ともに、プラモデル産業や一次産業の活性化にもつな
がる。
　今後は天然系接着剤をさらに発展させ、その香りを
活かした製品開発等新たな試みにも取り組みたい。ま
た、それらを使用した様々なワークショップや体験会
を開催し、プラモデルと柑橘類の意外な関係性を知る
ことや、静岡県産の柑橘果物・農業の紹介に繋げてい
きたい。また、知育･教育現場での活用可能性も模索
していきたいと考えている。

■本プロジェクト実施メンバー
山田 雅章　農学部教授（プロジェクト代表者）
八幡 昌紀　�農学部附属地域フィールド科学教育研究

センター准教授
泉岡 篤紀　総合科学技術研究科農学専攻２年
井出 壮亮　総合科学技術研究科農学専攻１年

接着強さを示し、自作接着剤はどれも良好な接着強さ
を示した。またポリスチレンを溶解していない精油の
みでも良好な接着強さを示した。

地域社会への波及効果
１．ものづくり遊びの教育現場への導入
　コンピューターゲームばかりで…という親御さんの
声を耳にする。手を使って遊んでほしいという親御さ
んの期待に応えるためにも、安全性や臭いストレスの
ない天然成分接着剤の開発は必要である。これによ
り、子供にものづくりを経験させたいと考える親御さ
んや、教育現場で制作体験授業を試みたい教員への一
つの選択肢になる可能性がある。
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「居場所」のコロナ禍における変化から本当に大切なものを探る
～地域外とのつながり方の違いに着目して～

松本 和浩 ｜ 農学部准教授
連携先：伊豆松崎であい村　蔵ら（松崎町）、下賀茂温泉道の駅農産物直売所　湯の花（南伊豆町）

11

１．プロジェクトの背景
　静岡県で居場所づくりの活動をしている事例は多数
あるが、本プロジェクトの連携先である松崎町の「蔵
ら」と南伊豆町の「湯の花」は共に、地域の中で関係
者に「社会的充足感」を与える「居場所」づくりに成
功し、地域の活性化に寄与してきた。両者ともコロナ
禍で活動に制約がかかっているが、外部に開くか否
かという点で対極的な対応をとっている。「蔵ら」は、
地域高齢者が中心となり、地域住民や観光客に向けて、
食事の提供や手作り雑貨の販売を行っていたが、コロ
ナ禍では、外部との関わりを絶つ決断をした。一方、
農産物直売所である「湯の花」は、生産物の販売が必
須であることからコロナ禍においても外部との関わり
を継続する決断をした。両者ともに居場所としての機
能は維持できているが、このような対応が本当に正し
いのか疑問を持ちつつ活動するとともに、築き上げた
居場所としての機能を、今後もどのように維持してい
くのか模索している。

２．プロジェクトの目的
　コロナ禍で外部に開くか否かの対照的な対応を行っ
たにもかかわらず、共に居場所の維持に成功している
事例から、居場所づくりに不可欠な本質を探り、ポス
トコロナに求められる、高齢者をはじめ、身体・精神
障害者等、社会的弱者の居場所づくりと観光振興、特
産物開発の同時実現のための方策を連携先のみなら
ず、他地域へ提案する。

３．プロジェクトの内容（実施内容と方法）
　本活動は、2021年６月～2022年１月まで、「伊豆松
崎であい村　蔵ら」（以下、蔵ら）および「下賀茂温
泉道の駅農産物直売所　湯の花」（以下、湯の花）を
定期的に訪問し、活動に参加することにより行った。
インターネットに公開されている報告書や、インタ
ビュー記事、静岡県や松崎町の広報記事等を参考にす
るとともに、蔵らでは、活動のメンバーへのアンケー
トを行い、さらに、蔵ら設立の先頭に立ち、現在の蔵
らの代表を務める青森さんと、コロナ禍でも店頭に立
ち、活動する中心メンバー（以下、コアメンバー）へ

インタビュー形式でヒアリングを行った。湯の花では、
店を訪れる消費者、直売所に商品を出荷する地域の生
産者および湯の花で働くスタッフにそれぞれアンケー
トを行い、また、店長を務める渡邊さんへインタビュー
形式でヒアリングを行った。

４．プロジェクトの成果
４-１．コロナ禍以前、蔵ら、湯の花は地域の人々に
とっての居場所として機能していたか？
　蔵ら：アンケートより、蔵らの活動に参加すること
で、日々の暮らしの質が向上していたと回答した人は、
100%であった。その具体的な内容について（複数回
答可）問うたところ、「人と話す機会が多くなった」、「楽
しいと感じることが増えた」と，それぞれ73%の人が
回答した。アンケートから明らかなように、蔵らは、
活動に参加するスタッフたちが、他者との関わりを持
ち、自分自身が楽しいと感じることのできる環境をコ
ロナ禍以前は作っていた。
　湯の花：アンケートより、湯の花に出荷する生産者
に、生産物を出荷する以前と生活の質がどのように変
化したか問うたところ、「やりがいを感じることがで
きた」と回答した人の割合は76％と最も高く、次いで

「誇りを持てた」、「交流が増えた」がそれぞれ54％、
49％であった。湯の花は生産者が出荷を通し、他者と
の関わりを持ち、やりがいを感じる活動ができる環境
を作っていた。

図１　下賀茂温泉道の駅農産物直売所　湯の花
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ているか」と問うたところ、自宅で作品を作ったり、
今まで多忙で出来なかった、家の片付けをしたり、本
を読み、作品のアイデアを新たに発見したりする、と
前向きな回答が多く、それぞれできることを楽しみな
がら行っていた。
　代表の青森さんは、コロナだからお客さんが呼べな
い、商品が売れない、などの「できないこと」ばかり
に目を向けるのではなく、「今できること」に目を向け、
コロナ禍があったからこそできたこと、変われたこと
に目を向けていた。そのために、スタッフたちが人と
関わる機会を失わない様、コロナ禍以前に増して、電
話や手紙でスタッフそれぞれに声掛けする機会を増や
していた。
　世間ではコロナ禍により、日々の活動が制限される
ためにストレスを抱え、閉じこもってしまうなど、精
神疾患を患う人の増加も多く報告されている中、な
ぜ、蔵らの活動に参加するスタッフたちは、前向きな
気持ちを持って、生活することができているのか？休
業中においても、人とコミュニケーションをとること
が継続されているとの予測を立て、アンケートにおい
て、「休業中のスタッフ同士の交流頻度と手段」を問
うたところ、１ヶ月に１回以上と回答した人が87%に
上り、その手段も直接会う、届け物をする、電話をする、
メールをするなどと多様であった。また、休業中でも
店舗に足を運び、完成した作品を持ってくるスタッフ
たちを待つコアメンバー４名に話を聞いたところ、ス
タッフたちが蔵らに顔を見せた時には、「いつもの通
り」お茶と一緒に、最近の様子を話し、青森さんを中
心に「コロナが落ち着いて、お客さんを呼べるように
なったら、小さなバーゲンをしよう！だから、今は、
お客さんはいないけれど、小さな雑貨をたくさん作ろ
う！」と話すという。一緒に活動している人が前向き
であれば、周りの人も明るくなるようで、「コロナの
状況が改善し、蔵らが再開した際に、実現したい夢」

　以上のように、蔵ら、湯の花はともに関係者に自己
有用感を与え、QOLを向上させていることから、コ
ロナ禍以前から地域の人々の「居場所」となっていた
ことが明らかであった。

４-２．コロナ禍において居場所を維持するための工
夫～コロナ禍以前の活動と比較して
　蔵ら：コロナ禍以前は、地元の高齢者がスタッフと
なり、お母さんの味を売りにする、地元食材を使った
ランチの提供と、スタッフが作る和洋様々な雑貨の
ギャラリーの展示と販売を行っていた。蔵らは、松崎
町の文化財であるなまこ壁を持つ蔵を店舗に改装し、
スタッフを含む地元の高齢者や観光客が気軽に集い、
それぞれの得意な事や好きな事を生かし、高齢者が自
立し、生き生きと過ごすことを目指して活動していた。

　しかし、蔵らは、コロナの感染が拡大し、国や自治
体が休業要請を行う以前に、高齢者が店の運営を担っ
ていることなどの理由より、休業することをいち早く
決めた。コロナ禍においては、店を閉めても蔵らのス
タッフが得意とする裁縫技術を生かし、需要が増大す
るであろう布マスクを製作したり、今まで、お客さん
の対応で忙しかったために、やりたくてもできなかっ
た、店舗の整理や整頓をしたりしているという。
　コロナ禍以前より、蔵ら店舗のギャラリーに雑貨を
置くスタッフたちは、自宅で作品の製作を行い、完成
すると蔵らに持ってきていた。また、その作品の材料
を仕入れるため、月に一度、布屋さんが訪れる際にも
蔵らに足を運んでいたという。そのため、コロナ禍で
人が密に集えない状況になっても、自宅で作品を製作
する環境は変わることなく、それぞれのペースに合わ
せて活動が行えていた。アンケート結果からも「コロ
ナ禍における活動について、どのような取り組みをし

図２　コロナ禍以前の伊豆松崎であい村　蔵ら

図３　コロナ禍における蔵らでのヒアリングの様子
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を問うたところ、「また頑張る」、「コロナ前より前進
したい」、「コロナのあと、夢のある作品を、売れるも
のを作る！」というコロナ禍終息後への抱負が多く聞
かれた。周囲を巻き込みつつ、不安な気持ちを払拭し、
未来への希望を持ちながら活動を進めていくことので
きるリーダーがいることは、活動を共にする人の心の
支えになっていることが伺えた。
　このように、自宅で活動するスタッフたちがコロナ
禍においても人と話す機会をつくり、自身が楽しいと
感じ、前向きに活動を続けられている背景には、青森
さんのような明るい未来を提示してくれる人や、それ
らに共感し、多くのスタッフたちに細やかな声掛けや
気配りをするコアメンバーの存在があった。これらの
ことから、蔵らは休業しても、活動に参加する人たち
同士の交流や生きがいを生みだし続けられていると考
えた。
　湯の花：南伊豆の道の駅に隣接する直売所湯の花は、
山から海のものまで、新鮮な品を揃え、観光客がお土
産を購入するために足を運ぶだけでなく、地域の人が
日々の食材を購入するための場になっている。湯の花
の特徴のひとつである、「豊富で新鮮な商品が常に売
り場にある」環境を支えている生産者は、2021年現在、
南伊豆町民を中心に周辺４市町村の住民も加え500人を
超えるという。地元で生産したものであれば、農家が
生業として生産したものではなく、家庭菜園で生産し
たものでも出荷できるため、出荷者になるためのハー
ドルは低い。そのため、湯の花の生産者登録者数は、
一般の直売所と比較しても多く、湯の花は、地域の普
通の住民が出荷するという活動を通し、自ずと住民同
士の交流が行われる場となっている。また、湯の花は、
地域の人々の生活を維持するためのライフラインとし
ての役割も担っている。さらに、コロナ禍以前は、対
面でのイベントを月に一度以上開催し、地域の人々が
気軽に顔を合わせることのできる場となっていた。

　コロナ禍においても、地域のライフラインとしての
使命感から店を開け続けたが、イベントの規模縮小や
中止により一時は売り上げが低迷した。しかし、その
後は売り上げがコロナ禍以前に比べ増加したという。
コロナ禍以前は、消費者の日々の利用に感謝し生産者
の販売をサポートするために行っていた販売促進のイ
ベントが、売上の向上に大きく影響しているように思
われていたが、実際は、イベントが売り上げ向上に果
たす効果はわずかであることが明らかとなってきた。
なぜ、日常的に消費者は「湯の花で買い物をしたい」と、
生産者は「湯の花に出荷したい」と感じるのか？消費
者に「湯の花の特徴」を、生産者に「湯の花に出荷す
る理由」を問うたところ、前者の76％、後者の92％が

「湯の花の店員の対応がよいから」と回答した。確か
に湯の花の店員は、珍しい野菜が多く並ぶ棚の横には、
その調理方法についてのレシピを置いたり、鮮魚の購
入時には、新聞紙に包んだ氷をサービスしたり消費者
に細かな配慮をしていた。また、出荷者にも、朝の忙
しい時間の出荷を補助したり、一日５回も売り上げ情
報をメールで配信し、売り上げを最適化できるようサ
ポートしたり、気遣いを続けていた。
　このような環境を作っている湯の花のスタッフへ

「消費者、生産者と接する際に意識していること」を
問うたところ「挨拶をすること」は消費者、生産者の
いずれに対しても100％のスタッフが意識していると
回答し、「販売物を丁寧に扱うこと」と回答した人の
割合も7割以上に及んだ。さらに、湯の花で「喜んで
ほしい、楽しんでほしい」と感じる対象となる人を尋
ねたところ「消費者」、「生産者」とする回答がそれぞ
れ100％、94％と高くなり、両者に対する気遣いを感
じられる結果となった。これらより、湯の花のスタッ
フは、イベントなどの特別な行事を開催しなくても、
日ごろから消費者、生産者に対して、感謝や「喜んで
ほしい」という思いを持っており、一方、消費者や生
産者もスタッフのそのような思いを理解していること
が明らかとなった。
　スタッフが、このような気配りを主体的に行う背景
には、店長である渡邊さんを中心に、湯の花のモットー
である「地域の喜びが集う直売所を目指す」という強
い決意が共有されているからではないだろうか。渡邊
さん自身も、スタッフに指示するだけでなく、自らが
率先して生産者に声をかけたり、商品のポップを作成
したりと、誰よりも消費者や生産者に対して心配りを
行っていた。
　コロナ禍においても、スタッフが生産者や消費者の図４　コロナ禍における湯の花でのヒアリング風景



令和３年度 静岡大学地域連携応援プロジェクト 成果報告書

48

不安を払拭し，思い切り働けていたのは「コロナ禍以
前より、良い環境をつくるのだ」とスタッフの先頭に
立ち，気持ちを一つにするべく活動するリーダーがい
たからであろう。そのような明確な目標のもと、スタッ
フが安心して働ける環境が準備されていたからこそ、
コロナ禍という非常事態においても、湯の花を利用す
る生産者や消費者に対し、きめ細やかな気遣いが行わ
れ、その結果、そのような地域の利用者が湯の花に安
心して足を運べ、コロナ禍以前を上回る売り上げを達
成できたのであろう。 
　このように、地域の生産者や消費者がコロナ禍にお
いても「湯の花を利用したい」と地域のライフライン
のひとつとして直売所の存在を頼る背景には、渡邊さ
んのように明確な目標のもと、自身の行動を律して周
囲を安心させられるリーダーの存在や、平常時からそ
れらの思いを酌んで、ともに消費者や生産者に、細や
かな声掛けや心配りをするスタッフの存在があったか
らに違いない。湯の花がコロナ禍においても地域住民
の居場所として機能し続けられた理由は、活動に参加
する様々な立場の人たちの交流や生きがいを生みだし
続ける、その仕組みが、コロナ禍以前からしっかりと
確立されていたからであろう。 
 
５．まとめ
　コロナ禍において蔵らは店を閉めるという、湯の花
は店を開けるという全く正反対でありながら、どちら
も勇気のいる決断を行った。しかし、蔵ら、湯の花の
どちらもが、非常時においても、利用者やスタッフの
気持ちをつなぎ続け、地域の人々の居場所となり続け
た。ともすれば私たちは、店を閉める、店を開けると
いう表面上の現象の違いにのみに目を奪われ、居場所
として必要な本質を見誤ってしまうのかもしれない。

　では、居場所の本質とは何なのだろうか？まず、両
者の消費者に対する対応を見ると、蔵らでは、お店を
閉めていることから、当然消費者であるお客さんは
やって来ない訳であるが、それにも関わらずコアメン
バーやスタッフたちは、お店の再開後、お客さんが気
持ちよく過ごせるよう、ディスプレイの改善に向けた
改修や商品の品質向上に向けた技術研鑽を怠らなかっ
た。一方、湯の花では、店を開け続けてはいても、コ
ロナ禍以前のようにイベントは開催できなくなり、生
産者と消費者をつなぐ派手な交流機会は激減した。し
かしながら、湯の花のスタッフによる、商品や利用者
に対する気遣いは以前にも増してきめ細やかになり、
交流の深度は確実に深まっていた。 
　では、蔵ら、湯の花のそれぞれのスタッフに対する
リーダーの振る舞いはどのようなものであったのだろ
うか？蔵らでは、青森さんを中心に、コアメンバーと
協力し、雑貨類の製作を担当するスタッフたちへの声
掛けを怠らず、さらには、コロナ禍終息後にみんなで
協力して「小さなバーゲン」を行うという明確な目標
を提示し、交流機会が減少しても、気持ちが途切れな
いよう心がけを続けていた。湯の花でも同じように、
店長の渡邊さんを中心に、「地域の喜びが集う直売所
の確立」という明確な目標を提示し、平常時から続け
てきた、生産者、消費者への声掛けや、きめ細やかな
サポートを率先して行うことで、スタッフが一丸とな
れる体制を整えていた。 
　このように、居場所の本質とは、その場所を活動す
る人が訪れることができるか否かに関係なく、その場図５　湯の花に掲げられている目標

図６　蔵らの三つの理念を掲げる青森さん
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所で行われる活動（これは今行える活動か、それとも
今は行えず、将来行われるであろう活動かに関わらず）
に関わる全ての人々が、気持ちよく過ごせるように、
他者から思いやりの気持ちを持たれているのか、また、
そのためのきめ細やかな気配りがされているのかとい
うことではないだろうか？
　そのような環境、居場所を維持するために、特に居
場所をつくる側の人々、つまり、組織を主導するリー
ダーや、それを支える人達（コアメンバーやスタッフ）
が、一体となり、非常時事態のなかでも上記のような
気持ちを持ち続け、活動し続けなければならない。そ
のために、リーダーの明確な目標の提示は不可欠で、
それは、非常時に急造すれば機能するというような
ものではなく、 リーダーの平常時からの行動が試され
る。 
　そう思いながら、蔵ら、湯の花の壁に目を向けてみ
ると、深い決意と思いやりがこもった言葉が掲げられ
ていた。

■本プロジェクト実施メンバー
松本 和浩　　農学部准教授
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静岡県袋井市における
「FOL（Fukuroi Online Laboratory）」整備事業

永田 正樹 ｜ 情報基盤センター准教授
連携先：袋井市企画財政部ICT政策課

12

１．プロジェクトの背景
　新型コロナウィルス感染症の流行（以下，コロナ禍）
によるオンライン教育の需要が高まる中，小・中・高
等学校教育において「GIGAスクール構想」の早期整
備により学習環境は飛躍的に向上した．本プロジェク
ト連携先である静岡県袋井市においては2020年度には
小学校・中学校へ1人1台の端末整備を完了している．
しかしながら同市の課題として，学校側の受け入れ準
備不足や児童・生徒および教員のICTリテラシー差な
どにより適切な教育環境や手法を確立できていない状
況がある．
　筆者は2019年度より本学オンライン教育推進室の室
員を兼任しており，主に教材動画の作成や動画配信シ
ステムなどのサポートをしている．また，筆者所属の
情報基盤センターでは，コロナ禍以前より動画を用い
た広報やオンライン教育の検討など，比較的早い時期
から関連研究を実施している．このような背景から筆

者らはオンライン教育に関する知見や技術の学外へ共
有を模索しており，袋井市が抱える課題への対応およ
び市が提唱する市民間相互で実施するオンライン教育
に賛同し，今回の共同プロジェクト発足の運びとなっ
た．

２．プロジェクトの目的
　プロジェクトの目的は，コロナ禍および終息後にお
いても運用可能なニューノーマル時代における児童・
生徒・市民らの多用な学びを支援する市民参加型オン
ライン教育実行環境を確立することである．具体的に
は，本学で培ったオンライン教育および情報基盤セン
ターで運用している「静岡大学テレビジョン（（以下，
静大テレビ）」での教育動画制作の技術や手法を袋井
市の学校などの教育施設，市役所などの行政施設へ展
開し，市民相互に効果的なオンライン教育を実施でき
る能力を養成する．

図１　FOLの概要
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た．次項（4.2～4.7）から，実施した活動内容詳細を
紹介する．

４．２．ふくろいTV
　ふくろいTVは教育や地域情報，行政案内など市民
らが作成した動画を公開するWebサイトであり，2021
年９月に一般公開した（図２）．ふくろいTVは静大テ
レビの技術を流用し，情報基盤センターにて開発した．
また，サイトに用いるロゴ画像や背景などはメンバー
全体で検討した．サイト構成は静大テレビを踏襲して
おり，同種の番組をカテゴライズするチャンネル機能
やおすすめ動画表示機能などがある．ふくろいTVに
て公開する動画はまずYouTubeに登録し，そのURL
をふくろいTVに登録して配信する．動画配信に係る
技術的リソースをYouTubeで流用することで低コス
トかつ簡便なサイト運用を実現している．動画の登
録や削除，チャンネル管理などはふくろいTV専用の
CMS（Content Management System）にて行う．ふ
くろいTVで配信する動画の全管理はCMSにて対応可
能であり，CMS操作も市民らが実施する．ふくろい
TVに設定するチャンネルは表1の内容例を基に現在

３．FOL（Fukuroi Online Laboratory）
　開発する市民参加型オンライン教育実行環境を

「FOL（Fukuroi Online Laboratory）」 と 呼 称 す る．
FOLとは，オンライン教育に用いられる動画および
その仕組みを応用し，「教育」，「イベント」，「文化教
室」，「行政案内」 などを市民相互に提供し，地域活性
を目指すインターネット上のコミュニティであり，ま
たその活動自体を指す（図１）．市民らは自身が作成
した教育やイベントなどの動画を，FOLを通じて公
開および共有し，市民ら相互に学びを促進する．動画
は図1の「ふくろいTV」を用いて配信する．ふくろい
TVは本学で運用中の静大テレビをベースとした動画
配信サイトであり，市民らは作成した動画をふくろい
TVに登録および公開することで動画を相互に共有で
きる．
　オンライン教育で用いる動画の形式には，実時間で
の講義をTV会議システムにて実施する「リアルタイ
ム型」と教材を予め動画化し配信する「オンデマンド
型」がある．現時点でふくろいTVで用いる動画はオ
ンデマンド型であり，今後はリアルタイム型での配信
も検討する．配信する主な動画の内容は教育動画で
あるが，それ以外にもさまざまであり例を表1に示す．
これらの例を参考に市民ら自らが企画，検討すること
で内容および品質の向上を図る．

４．活動内容
４．１．プロジェクトの進め方
　今回のプロジェクト実施範囲は，ふくろいTVを中
心とした動画作成および公開とした．メンバーの主作
業は，ふくろいTVにて公開する動画の内容検討や作
成手法の市民への講義およびシステム開発である．袋
井市の掲げるコンセプトについてメンバーを交えて議
論し，議論から得られたFOLに対する活動内容を検
討し，それらを実施することでプロジェクトを進行し

表１　動画で配信する内容の例

図２　ふくろいTV

図3　撮影風景
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どがある．研修内容は，撮影した映像に対して必要な
部分を切り出すカット作業，映像に対してBGMや効
果音の追加，映像の上に文字や図を重ねるテロップ機
能，映像の明度や不要箇所のぼかしなどのフィルター
機能などを，講師が実際にソフトを操作して説明した．
受講者は講師が説明する操作を自分のパソコンにて実
施した．図５は2022年１月27日に実施した研修会の様
子である．

４．４．ライブ配信実験
　現時点ではふくろいTVで用いる動画はオンデマン
ド型であるが，今後はリアルタイム型配信も機能追加
検討している．オンライン教育でのリアルタイム型配
信は，TV会議システムにて教材を画面共有し，教員
や学生らとその場で議論する形式である．参加者が少
数であればこの形式で問題ないが，たとえばホールの
ような舞台を用いる演奏会や講演会などの大規模なイ
ベントでは，授業用のTV会議システムでは出演者や
講演者などの撮影が困難である．FOLでは学生や市
民団体らによる大規模イベントも活動の一環であるた
め，イベントをオンラインで開催するライブ配信設備
について実験を行った．実験は2022年１月24日袋井市
の複合型多機能公共施設「メロープラザ」にて実施し
た．実験会場は500名収容可能な多機能ホールである．
　図６は実験設備である．ホールの舞台に立った出
演者を２台のカメラで撮影し，その映像をスイッ
チャーに入力する．スイッチャーは配信用PCに接続
する．配信用PCはスイッチングソフトにて２台のカ
メラ映像を切り替え配信ソフトにて配信する．配信は
YouTubeのライブ配信機能を用い配信用URLを生成
し，これを受講者に配布する．受講者を想定した受信
確認用PCにて配信用URLからライブ配信を受信する．
結果は出演者の動作が数秒遅れて受信確認用PCにて

も検討を継続している．

４．３．撮影および動画作成講習
　実際の撮影の一例を図３に示す．スタッフ人数は撮
影する内容により変化するが３～５名程度で実施する
ことが多い．使用機材は，カメラ１～３台，マイク1
個，ICレコーダー，レフ版がある．撮影は事前に絵
コンテなどを用い動画構成を予め考えておく必要があ
る．また，役割分担としてディレクター，カメラマン，
照明係，録音係，などがある．役割の詳細は，ディレ
クターは出演者やスタッフにイメージが伝わるよう説
明し，カメラマンは画角や色味の確認・調整，照明係
はレフ版や照明で被写体のカメラ映りを調整・確認し，
録音係は出演者の声を鮮明に録音できているかを確認
する．
　撮影した動画はそのままの状態で公開することは
あまりなく，通常は編集する．動画編集について情
報基盤センター職員が講師となり，簡易的な動画編
集研修会を実施した．図４は研修に用いた説明動画
である．情動画編集にはAdobe Creative Cloudに含ま
れる映像系，画像系，音系ソフトを使用しており，映
像系は 「Premiere Pro」，「After Effects」，画像系は

「Photoshop」と 「Illustrator」，音系は「Audition」な

図４　研修動画

図５　研修の様子（2022年１月27日実施）

図６　ライブ配信実験
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受信できることを確認した．実際は舞台全体をカメラ
１で撮影し，個々の出演者をカメラ２で撮影し，これ
らを切り替えながら配信するケースなどが想定され
る．メロープラザ多機能ホールではコロナ禍のため，
オンラインでのイベント配信を検討しており，今回実
験に参加した市職員からはライブ配信の仕組みや知見
を深めることができた，との評価があり実験の有用性
を確認した．

４．５．デモ動画作成講習会
　FOLのメンバーである静岡放送株式会社（SBS）主
催による動画配信講習会を2021年６月９日に実施し
た．本講習会は実際の放送現場の方々を講師に迎え，
TV番組の作成プロセスを意識した実践的な動作作成
講習会となった．撮影するにあたり以下の分担および
作業内容を決めた．図７は撮影風景である．
　◦　監督（１名）
　　　全体統括
　◦　アナウンサー（１名）
　　　マイクやカメラの位置などを把握
　　　原稿の下読み
　◦　カメラマン（２名）
　　　カメラ位置の決定
　　　画角の決定
　◦　スイッチャー（１名）
　　　収録メディアの設定
　　　素材とカメラ・マイク入力の確認
　今回のデモ動画撮影は，動画のテーマを設定し，そ
のテーマに即したシナリオやカメラ配置などを撮影学
習として実施した．担当毎の役割として，監督は撮影
時のアナウンサーの表情やカメラ画像のチェックを行
い，改善案や取り直しの必要がある場合にはその都度
指示出しをした．アナウンサーはシナリオを基に極力

図７　デモ動画撮影 図８　プログラミング教室

原稿を読まずにカメラに向かい，表情や仕草を意識し
た．カメラマンは，アナウンサー単点と全体を２名で
対応し，画角や光量などに配慮して撮影した．スイッ
チャーは，マイクやカメラ入力をモニターでチェック
し，その後の編集を意識した構成となるよう調整した．
　今回の講習会では，プロの講師により実践に近い撮
影手法や技術を学ぶことができた．実際の動画撮影は
費用や人的リソースの関係で必ずしも今回のような形
式で撮影できるばかりではない．しかし，今回学んだ
手法や技術は，低費用や限られたリソース状況下にお
いても応用可能な知見としてメンバーの共通意識と
なった．今後の撮影活動に還元していきたい．

４．６．小学生向けプログラミング教室
　活動の一環として小学生向けプログラミング教室を
2021年９月，10月の土曜日に合計６回実施した．講師
は袋井市在住のボランティアで，筆者らはサポートメ
ンバーとして参画した．本教室は，プログラミングの
基礎知識を講義形式で実施し，その後子供向けのプロ
グラミングロボットを用いて，前進，左右転回，ライ
ントレースなどを実習した．図８はプログラミング教
室の風景である．教室には小学生およびその保護者が
参加し，講師が提示する資料を基に各自のPCに実際
にプログラミングを行い，ロボットにて挙動を確認し
た．実施後のアンケートでは，今後もプログラミング
を学びたいとの回答が最も多かった．さらに，保護者
に対するアンケートでからは，プログラミング教室の
受講を通して，将来の職業や科学について親子で話す
きっかけとなったとの回答が得られた．
　今回は対面実施のみであったが，今後は教材や作業
風景を動画化し，ふくろいTVで公開予定である．ま
た，このような学びの取り組みはプログラミングだけ
でなく他分野で拡大できるよう検討を進める．
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図10　機械・深層学習を用いた教育動画特徴量分析

物体検出

ＸＸは重要
だよ︕︕

表情分析

動作分析

⾳声分析
テキスト
マイニング

教育動画をさまざまな⾓度から複合的に分析

４．７．オンライン教育に関する有識者対談動画
　ふくろいTVのベースとなった静大テレビを設計・
開発した本学名誉教授 井上春樹先生と，オンライン
教育に関する対談を2021年12月22，23日に実施し，そ
の模様を動画化した．内容は，今後のオンライン教育
の発展性を主テーマとして，サブテーマに，１．動画
を用いた広報・教育，２．静大テレビの成り立ち，３． 
リアルタイム型授業とオンデマンド型授業のメリッ
ト・デメリット，４．市民参加型オンライン教育のあ
り方，５．コロナ禍収束後のオンライン教育，６．障
がい者へのオンライン教育・ユニバーサルデザイン，
であり動画はテーマごとに分割した．図９は作成した
動画の１例である．この動画では，オンライン教育が
もたらす効果や使い方，今後の発展性などを議論して
おり，教育機関だけでなく行政機関や市民生活に有益
な情報となるよう構成した．この動画は，ふくろい
TVや静大テレビに公開予定である．

４．８．動画分析研究の紹介
　本プロジェクトの範囲外ではあるが，筆者研究室は
教育動画の分析を実施している．オンライン教育の周
辺研究では，教材動画の作成や配信，管理などは充実
しているが，教材動画そのものの品質管理や学生らの
理解度把握などは途上である．そこで筆者研究室で
は，教材動画の品質評価のために動画に含まれる特徴
量把握および分析を実施している．機械・深層学習を
用い，教材動画に対して複合的な視点から分析を試み
ている．
　分析は機械・深層学習を用いて開発した，「物体検
出」，「音声・テキストマイニング」，「表情分析」，「動
作分析」の各判定モデルで実施している（図10）．物
体検出では教材動画に登場する黒板やホワイトボー
ド，資料などの文字や図などを検出する．音声・テキ
ストマイニングでは講師の発話内容や動画に含まれる

図９　井上名誉教授との対談動画

コメント文字列などを分析する．表情分析では講師の
顔の表情を分析する．動作分析では講師の身体動作を
分析する．筆者研究室の現時点での仮説として，品質
の高いあるいは分かりやすい教材動画にはその理由と
なる何かしらの特徴・要素が存在する，としている．
この特徴・要素を各モデルが特定することを研究目標
としている．最終的には，品質の高い・わかりやすい
特徴・要素を特定することで，それらを逆算として教
育動画作成に還元することで，さらに品質の高い教育
動画作成の実現を目指している．

５．まとめ
　本プロジェクトは本学と静岡県袋井市と共同で，市
民間相互に実施するオンライン教育実施環境FOLの
整備を実施した．FOLは，ふくろいTVを中心とした
動画を用いたオンライン教育の実施およびその活動で
ある．共同実施者である袋井市担当者や参加した市民
からはオンライン教育の実施手段や内容が理解でき
た，との声もあり，本学のオンライン教育の知見・技
術を還元できたと考えている．今後は今回整備した
FOL環境を基に多くの市民らが気軽に参加できるよ
うシステムの更なる充実や教育効果の検証などを課題
として引き続き取り組む予定である．
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地域防災の担い手育成としての大学・高校・保育園の連携
―「知識のリレー」によって地域貢献を実現するために―

上地 香杜 ｜ 教職センター特任助教
連携先：静岡県立駿河総合高等学校

13

１．プロジェクトの背景
　静岡県では、南海トラフ地震への備えから、学校に
おける防災教育に対して高い関心が寄せられてきた。
同時に、体力や判断力が備わっている高校生は地域防
災の担い手であり、災害時に積極的な活動ができる主
体として期待されている。しかし、高校教育の中で防
災教育を行うためには、専門知の観点から困難が生じ
ており、専門機関との連携が望まれている。また、高
校教育では学習指導要領の改訂に伴い、地域や学校の
特色に応じた課題探究の実践が求められている。とく
に異年齢集団との交流には関心が高く、そのなかには
地域の保育園等と連携し、授業展開するものがあるが、
例年「子どもと遊ぶ」といったふれあいを中心とした
活動にパターン化しており、高校側からは新たな探究
実践の在り方が模索されている。

 
　そこで本プロジェクトでは、防災教育と異年齢集団
との交流に焦点を当て、後述する静岡大学教育学部藤
井研究室が発案した防災教育の実践を基にして、高校
生における地域防災の担い手育成プロジェクトを行う
こととした。
　本プロジェクトのポイントは、「知識のリレー」と
いう形式にある。「知識のリレー」とは、専門家の
持つ知識を各アクターに伝達する様子を表したメタ
ファーである。リレーでバトンをつなげていくよう
に、知識をリレー形式でつないでいくことで、大学に

おける専門知を地域へと伝達していくことを目指して
いる。本プロジェクトではとくに異年齢集団とのかか
わりに焦点化し、大学（大学生）から高校生、高校生
から園児という「知識のリレー」を実践し、防災につ
いての地域貢献を果たしていきたい。本プロジェクト
の見取り図は図１に示した。
　以下では、第２節にて本プロジェクトの概要を示し、
第３節では取組の詳細を報告する。最後に本プロジェ
クトの成果と課題を整理する。

２．本プロジェクトの概要
⑴　連携先について
　当初、本プロジェクトでは静岡県内にある２つの高
校との連携を予定していた。しかし、そのうち１校よ
り新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって保育
園での実習が困難であるとの返答があったため、本プ
ロジェクトの実施は中止となった。そのため、本プロ
ジェクトは静岡県立駿河総合高等学校（以下、駿河総
合高校）のみと連携し行われることとなった。駿河総
合高校は静岡市内に位置し、総合学科による一学科の
高校である。本プロジェクトは科目の都合上、１学年

（244名）に対して行われた。
　駿河総合高校では例年、総合学科における「産業社
会と人間」の時間において保育体験実習と称し、生徒
が保育園（幼稚園・子ども園を含む）に実習に行き、
園児との交流活動を行っている。そこでは基本的には
異年齢集団との交流が目的となっているが、「ただ遊
ぶ」だけでなく、教育的価値の導入を目指されていた。
そこで、同校の教員より相談があり、防災に関する大
学（大学生）・高校生・園児との交流プロジェクトへ
と発展した。

⑵　本プロジェクトの取組
　本プロジェクトの基盤は、静岡大学教育学部藤井基
貴研究室（以下、藤井研究室）が実践している防災教
育の実践である。藤井研究室では、東日本大震災を契
機として防災教育に関する理論的・実践的研究を進め
られてきた。藤井研究室で開発された防災教育は、現
場の先生方への情報提供だけでなく、大学生が児童生

図１　本プロジェクトの見取り図
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徒に対して授業を行う、ということに力点を置いてい
る。授業を行う大学生は大学での授業やゼミ活動を通
じて、防災に関する学習・研究を進め、防災に関する
専門家との連携を行いながら、教材開発を行っている。
そこでは作成された教材を用いて、大学生が学校現場
において授業を行う形式がとられている。
　本プロジェクトでは、藤井研究室の取り組みからヒ
ントを得て、大学生から児童生徒への授業実践に加え
て、授業を受けた高校生が新たに伝達者として防災教
育を行うことで、より主体的な地域教育の担い手とし
ての育成を目指すこととした。

⑶　スケジュール
　本プロジェクトは、図２に示すスケジュールで進め
られた。

３．本プロジェクトの詳細
　本節では、実際に行われた教育実践（大学生による
講義、高校生による教材作成、園児・小学生への実践）
に焦点化し、取組の詳細を報告する。

⑴　大学生から高校生へ
　まず、大学側にてプロジェクト内容の検討・精緻化
から始め、高校生向けの講義の作成、園児向けの教材
の開発が行われた。同時に連携校との調整を進め、大
学生による講義の日程、高校生の準備期間などについ
てスケジュールを具体化していった。
　次に、９月からは連携先と共同して、本プロジェク
トが本格的に始動した。連携先の駿河総合高校にて、
大学生による講義を実施した。講義では、新型コロナ
ウイルス感染症の感染対策として、各クラスをオンラ
インツールで接続した形式で実施された。講義の中で
は、防災の考え方、身を守る方法等の災害や防災に関
するものに加え、保育園児を対象とした教材づくりを

行うためには「遊び」の要素をふまえることが重要性
だということを伝えられた。また、藤井研究室で開発
された防災紙芝居や防災ダンスを紹介し、子どもたち
に防災を伝えるための具体的なツールについても高校
生たちは学ぶ機会となった。

⑵　高校生から園児へ
　講義後、高校生による園児向けの教材開発がすすめ
られた。教材開発については、授業時間として３時限
分用意された。

　高校生は４～６名程度のグループに分かれ、各グ
ループにて園児向けの教材作成を開始した。まず、自
身の遊びの経験の振り返りから始め、どのような遊び
を取り入れることで、園児に楽しく防災の知識を身に
つけられるかを考えた。

写真１　大学生からの講義

写真２　グループワーク

図２　スケジュール
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　グループワークでは、藤井研究室の学生が適宜サ
ポートに入り、教材づくりの支援を行った。準備時間
が限られているため、オンラインツール（LINE）を
用いて、適宜高校生からの相談を受け付け、進捗の確
認を行った。
　完成した教材は、すごろくをアレンジしたもの、防
災ダンスの作成、絵本の読み聞かせなどバラエティに
富んだものであった。遊び方やルールの説明について
園児にはどのように伝わるか、というところに重点を
おいて考えられた。

　当初は保育実習という形式で、高校生が保育園児と
実際に交流することが予定されていたが、新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大により、実際に交流を持つ
ことは困難な状況であったため、保育園での実習を
中止し、高校生が作成した教材を各園に配付する形と
なった。また、教材を配付するだけでなく、遊び方を
紹介した動画を作成し、園児向けの映像教材とするこ
ととした。

　10月以降、園への教材の配布が行われた。配布の際
には、高校生の代表者が直接手渡し、短い時間ではあ
るが園児との交流の時間を持つことができた。配布し
た教材は、各園にて実践された。遊びながら防災に取
り組めるということで、継続的な活用が期待される。
また、藤井研究室が参加予定であった子ども向けイベ
ント（「夏のリベンジ！こども防災教室」、静岡県地震
防災センター主催）にて、有志の高校生も参加し、作
成した教材をもとに子ども（小学生対象）に実演する
こととなった。イベントは参加費無料で地域での防災
を学ぶことが目的とされている。イベントでは、参加
した小学生を対象にして、⑴高校生による防災紙芝居
の読み聞かせ、⑵防災ゲームが行われた。防災ゲーム

写真３　グループワーク

写真６　動画撮影の様子

写真４　教材制作

写真７　教材配付の様子

写真５　完成した教材
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は、高校生が考えた教材をもとにしており、災害時に
身を守るポーズ（頭を守る等）が覚えられるようになっ
ている。参加者は総数で30名以上おり、小学生を中心
として、遊びながら防災の重要性を学ぶ機会となった。

４．成果と課題
　本プロジェクトでは、大学生・高校生が防災知識を
獲得し、その知識をもとに保育園児に対して防災に関
する授業を行うことを通して、大学生・高校生への防
災意識を高め、地域防災の能動的な担い手の育成を目
指すことを目的としてきた。合わせて、大学→高校→
保育園という一連の流れを通した「知識のリレー」を

行うことによって、地域社会における課題を認識し、
自らの専門知識との融合による課題解決を経験するこ
とで地域貢献を行うことを目指した。参加した高校生
に話を聞くと、「防災の重要性がわかった」「園児とど
のように交流すればよいか考えることが難しかった」
といった感想がよせられた。急遽参加した防災に関す
るイベントでは、小学生を対象としながらも高校生が
どのように防災を伝えるのか、といった点を考えなが
らの実践となった。会場にいた保護者からは、「遊び
ながら学べるところが良い」といった感想がよせられ、
子どもたちからは「楽しかった！」という声を直接聞
くことができた。
　本プロジェクトに参加した高校生や、プロジェクト
を体験した子どもたちや保護者から、有意義な感想を
得ることができた。高校生には、本プロジェクトで得
られた学びについてアンケート調査を実施しており、
その結果では防災についての意識の向上が確認されて
いる。これらの成果をふまえ、今後は学校教育の現場
と大学での専門知識を融合させながら、より多くの現
場での地域貢献へと発展させていきたい。

■本プロジェクト実施メンバー
上地 香杜　�教職センター特任助教（プロジェクト代

表者）
藤井 基貴　教育学部准教授
渡辺 勇斗　教育学部４年
上田 啓瑚　�慶応義塾大学大学院政策・メディア研科

修士１年

写真８　イベントの様子１

写真９　イベントの様子２

写真10　イベントの様子３
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石ノ塔古墳から出土した石室石材の科学的調査

楠 賢司 ｜ 技術部教育研究支援系教育研究第二部門長
連携先：浜松市

14

【背　景】
　2020年度に浜松市文化財課は７世紀前半頃に築かれ
た石ノ塔古墳（浜松市西区伊佐地町）の発掘調査を行
い、石室を見出した（壁面：図１、床面：図２）。浜
名湖東岸域は古墳や古墳時代の集落跡が少ないため、
石ノ塔古墳は当該期における同地域の様相を探る上で
貴重であると言える。出土した石室石材のサイズや配
列を調査すれば、当時の建築や美に対する意識を読み
取れる可能性がある。また石材の採取地が解明できれ
ば、当時の物資流通を紐解くことが可能である。そこ
で浜松市と申請代表者（楠）は出土石材の調査連携を
図ることにした。

【目　的】
　本プロジェクトで得られた成果を2021年度に浜松市
から発行される発掘調査報告書に掲載することによ
り、広く地域住民に新たな歴史的情報を提供する。ま

た本プロジェクト参加メンバーの学生に対して、歴史
文化を尊重する豊かな人間性とチャレンジ精神を養わ
せると共に、高い専門性と学際的研究能力を兼ね備え
た地域社会の発展に貢献できる人材に育成する。

【成　果】
　ここに掲載したことは、2022年３月25日に浜松市教
育委員会から発行される『石ノ塔古墳』において楠ほ
か（2022）が執筆した内容を若干簡略化したものであ
る。
１　壁面及び天井面に用いられた石材の岩石鑑定
⑴　試料
　壁面のうち、奥壁については残存した全２石（試
料No.1、2）、天井面についても残存した全６石（試料
No.3～8）を調査対象試料とした。一方、壁面のうち、
側壁については基底の36石（試料No.9～44）を対象と
した。
⑵　方法
　採取した試料は肉眼観察、偏光顕微鏡観察及び化学
分析の結果を基に鑑定した。肉眼観察と偏光顕微鏡観
察では石材を構成する粒度、鉱物及び組織（塊状、層
状、等粒状、斑状、片状、片麻状など）を判定材料と
した。一方、化学分析は狩野ほか（2021）に準じた。
即ちエネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（Shimadzu/
EDX-8000）による主要元素組成（SiO2、TiO2、Al2O3、
Fe2O3、MnO、MgO、CaO、Na2O、K2O、P2O5）の結
果を評価指標とした。尚、肉眼観察及び化学分析には
偏光顕微鏡観察に供した岩石薄片用試片の研磨断面

（仕上げ研磨粉：アルミナ系#3000）を用いた。
⑶　結果
　採取した試料の研磨断面を図３に示す。研磨断面を
肉眼観察した結果、試料No.16を除けば全て緻密且つ
塊状であった。岩石薄片を偏光顕微鏡観察した結果、
試 料No.1、2、3、4、5、6、7、8、9、10、11、12、13、
14、15、17、18、19、20、22、23、24、25、26、27、
28、29、30、31、32、33、34、35、36、37、38、39、
41、42、43、44の基質は結晶粒子が確認できないほど
微細であった（非結晶質）。一方、試料No.21、40につ
いては石英の結晶で満たされていた（結晶質）。

図１　出土した石室壁面の基底石

図２　出土した石室床面の礫
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図3 壁面及び天井面に用いられた石材の研磨断面（スケールバー：2mm） 
図３　壁面及び天井面に用いられた調査対象石材（試料No.1～44）の研磨断面（スケールバー：2mm）
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　試料No.1、18、19、26、42、43の薄片内には多数の
放散虫化石が認められた。通常チャートはSiO2 90%
以上、Al2O3 1～数%、Fe2O3 1%前後の化学組成を持
つ（堀ほか、2000）。試料No.16以外の化学組成はこれ
と類似した（SiO2 93.61～99.54%、Al2O3 0.27～3.13%、
Fe2O3 0.03～2.46%）。尚、試料No.16を除く43試料の同
３元素組成の平均値 ± 1σは、SiO2 97.60 ± 1.32%、
Al2O3 1.30 ± 0.71%、Fe2O3 0.53 ± 0.44%であった。
これらのことを踏まえると、試料No.16を除く43試料
はチャートであると判断される。
　試料No.16の研磨断面には0.5mm程度の円磨された砂
が普遍的に認められた。岩石薄片を偏光顕微鏡観察し
た結果、砂を構成しているのは主に鉱物単体であり、
石英が最も多く認められた。次いでカリ長石が多く、
斜長石についても少量認められた。また試料No.16の化
学分析値（SiO2 77.75%、TiO2 0.46%、Al2O3 13.28%、
Fe2O3 1.79%、MnO 0.02%、MgO 0.33%、CaO 0.41%、
Na2O 3.02%、K2O 2.93%、P2O5 0.01%） は、 日 本 国
内における砂岩43試料の平均値（SiO2 72.27%、TiO2 
0.39%、Al2O3 11.91%、Fe2O3 0.71%、FeO 2.14%、
MnO 0.06%、MgO 1.18%、CaO 2.43%、Na2O 3.22%、
K2O 2.04%、P2O5 0.08%：片田・小野、1978）と類似
した。これらのことを勘案すると、試料No.16は砂岩
と判断される。試料No.16のSiO2 77.75% はグレイワケ

（SiO2 66.7%：Pettijohn, 1975）よりアルコース（SiO2 

77.1%：Pettijohn, 1975）に近似していた。このことか
ら、試料No.16はアルコース質砂岩であると言える。
　以上の鑑定結果を表１に纏めて示す。同表から明ら
かなように、壁面及び天井面に用いられた石材は圧倒
的にチャートが多かった（チャート約97.7%、砂岩約
2.3%）。

表１　壁面及び天井面に用いられた調査対象石材（試料No.1～44）の岩石種

２　床面に用いられた石材の岩石鑑定
⑴　試料
　床面に用いられていた礫のうち、無作為に抽出した
312試料を調査対象ととした（表２、試料No.1～312）。
内訳は前庭３試料（試料No.1～3）、羨道90試料（試
料No.4～93）、玄室219試料（試料No.94～312）である

（表２）。対象とした礫の長径をデジタルノギス（新潟
精機株式会社/DT-200）を用いて計測した結果、前庭
３試料は164.69 ～ 241.84 mm（平均値 ± 1σ = 207.51 
± 39.27 mm）、羨道90試料は28.19 ～ 228.92 mm（平
均値 ± 1σ = 72.76 ± 39.92 mm）、玄室219試料は
25.64～181.31 mm（ 平 均 値 ± 1σ = 70.90 ± 31.92 
mm）の範囲内であった（表２）。また採取した礫の質
量を電子天秤（2000g未満：A&D/GX-2000、2000g以上：
Shimadzu/ELB12K）を用いて計測した結果、前庭３
試料は1379～5426 g（平均値 ± 1σ = 3932 ± 2221 g）、
羨道90試料は9.13～3369 g（平均値 ± 1σ = 228 ± 
492 g）、玄室219試料は6.17～1461 g（平均値 ± 1σ = 
197 ± 291 g）の範囲内であった。Russel and Taylor 
(1937)、Krumbein (1941) 及び Pettijohn (1975) に基づ
き、礫312試料の円磨の程度を調べた結果、円礫219試
料（約70.2%）、亜円礫80試料（約25.6%）、角礫13試料（約
4.2%）であった。対象試料中には風化を受けているも
のが多数認められたが、何れも岩石鑑定に支障をきた
す程度には至っていなかった。
⑵　方法
　採取した試料に付着した泥を水で洗浄した。その後、
肉眼及びルーペを用いて試料を構成する粒度、鉱物及
び組織（塊状、層状、等粒状、斑状、片状、片麻状な
ど）を基に鑑定した。

試料No. 構成場所 岩石種 試料No. 構成場所 岩石種 試料No. 構成場所 岩石種 試料No. 構成場所 岩石種

1 奥壁（玄室） チャート 12 側壁（玄室） チャート 23 側壁（羨道） チャート 34 側壁（玄室） チャート

2 奥壁（玄室） チャート 13 側壁（玄室） チャート 24 側壁（羨道） チャート 35 側壁（立柱石） チャート

3 天井（玄室） チャート 14 側壁（玄室） チャート 25 側壁（前庭） チャート 36 側壁（羨道） チャート

4 天井（玄室） チャート 15 側壁（玄室） チャート 26 側壁（前庭） チャート 37 側壁（羨道） チャート

5 天井（玄室） チャート 16 側壁（玄室） 砂岩 27 側壁（前庭） チャート 38 側壁（羨道） チャート

6 天井（玄室） チャート 17 側壁（玄室） チャート 28 側壁（玄室） チャート 39 側壁（羨道） チャート

7 天井（玄室） チャート 18 側壁（立柱石） チャート 29 側壁（玄室） チャート 40 側壁（羨道） チャート

8 天井（玄室） チャート 19 側壁（羨道） チャート 30 側壁（玄室） チャート 41 側壁（立柱石） チャート

9 側壁（玄室） チャート 20 側壁（羨道） チャート 31 側壁（玄室） チャート 42 側壁（前庭） チャート

10 側壁（玄室） チャート 21 側壁（羨道） チャート 32 側壁（玄室） チャート 43 側壁（前庭） チャート

11 側壁（玄室） チャート 22 側壁（羨道） チャート 33 側壁（玄室） チャート 44 側壁（前庭） チャート
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1 前庭 241.84 混成岩 79 羨道 44.54 砂岩 157 玄室 83.29 礫岩 235 玄室 54.28 チャート
2 前庭 216.00 混成岩 80 羨道 43.49 砂岩 158 玄室 83.08 砂岩 236 玄室 53.98 砂岩
3 前庭 164.69 砂岩 81 羨道 43.43 砂岩 159 玄室 81.37 花崗岩 237 玄室 53.85 砂岩
4 羨道 228.92 チャート 82 羨道 43.16 砂岩 160 玄室 79.61 砂質片麻岩 238 玄室 53.61 チャート
5 羨道 220.81 チャート 83 羨道 42.34 砂岩 161 玄室 79.55 砂岩 239 玄室 53.00 砂岩
6 羨道 210.42 砂岩 84 羨道 42.13 砂質片麻岩 162 玄室 79.23 砂岩 240 玄室 51.83 チャート
7 羨道 206.67 砂岩 85 羨道 40.93 砂岩 163 玄室 79.20 砂岩 241 玄室 51.70 チャート
8 羨道 144.77 砂岩 86 羨道 40.65 砂質片麻岩 164 玄室 79.15 砂岩 242 玄室 51.16 石英片岩
9 羨道 129.19 砂岩 87 羨道 38.87 砂岩 165 玄室 79.00 砂岩 243 玄室 50.66 砂岩
10 羨道 128.26 砂岩 88 羨道 37.44 砂岩 166 玄室 78.86 砂岩 244 玄室 50.33 砂岩
11 羨道 119.61 砂岩 89 羨道 35.24 砂岩 167 玄室 77.97 花崗岩 245 玄室 50.02 砂岩
12 羨道 119.15 花崗岩 90 羨道 32.38 砂岩 168 玄室 76.77 礫岩 246 玄室 49.12 花崗岩
13 羨道 116.12 砂岩 91 羨道 32.18 砂岩 169 玄室 76.50 砂岩 247 玄室 48.88 砂岩
14 羨道 114.03 混成岩 92 羨道 31.97 砂岩 170 玄室 76.39 砂岩 248 玄室 48.82 石英脈
15 羨道 104.18 砂岩 93 羨道 28.19 チャート 171 玄室 75.06 砂岩 249 玄室 48.75 砂岩
16 羨道 100.37 砂岩 94 玄室 181.31 砂岩 172 玄室 74.97 砂岩 250 玄室 48.54 砂岩
17 羨道 98.77 砂岩 95 玄室 176.30 砂岩 173 玄室 74.50 砂岩 251 玄室 48.36 砂岩
18 羨道 97.83 砂岩 96 玄室 168.70 砂岩 174 玄室 74.41 砂岩 252 玄室 48.10 砂岩
19 羨道 97.54 砂岩 97 玄室 164.29 砂岩 175 玄室 74.36 砂岩 253 玄室 48.06 チャート
20 羨道 95.67 混成岩 98 玄室 162.33 砂岩 176 玄室 74.03 砂岩 254 玄室 47.94 砂岩
21 羨道 95.35 砂岩 99 玄室 153.70 砂岩 177 玄室 73.89 砂岩 255 玄室 47.66 砂質片麻岩
22 羨道 93.82 砂岩 100 玄室 152.36 花崗岩質圧砕岩 178 玄室 73.26 砂岩 256 玄室 46.93 砂岩
23 羨道 90.90 チャート 101 玄室 147.23 砂岩 179 玄室 73.23 砂岩 257 玄室 46.87 砂岩
24 羨道 90.20 砂岩 102 玄室 145.71 石英脈 180 玄室 72.04 砂岩 258 玄室 46.73 砂岩
25 羨道 89.32 石英脈 103 玄室 145.02 砂岩 181 玄室 70.93 砂岩 259 玄室 46.72 石英脈
26 羨道 79.97 砂岩 104 玄室 138.67 砂岩 182 玄室 70.06 砂岩 260 玄室 46.03 礫岩
27 羨道 78.97 砂岩 105 玄室 130.90 砂岩 183 玄室 69.43 砂質片麻岩 261 玄室 45.94 砂岩
28 羨道 78.57 砂岩 106 玄室 128.70 砂岩 184 玄室 69.40 石英片岩 262 玄室 45.46 砂岩
29 羨道 78.28 砂岩 107 玄室 128.50 砂岩 185 玄室 68.37 砂岩 263 玄室 45.34 砂岩
30 羨道 76.07 砂岩 108 玄室 128.28 砂岩 186 玄室 67.71 砂岩 264 玄室 45.06 砂岩
31 羨道 75.83 砂岩 109 玄室 126.41 砂岩 187 玄室 67.36 砂岩 265 玄室 44.94 砂岩
32 羨道 74.36 砂岩 110 玄室 125.17 砂岩 188 玄室 67.29 砂岩 266 玄室 44.89 砂岩
33 羨道 74.10 砂岩 111 玄室 122.81 砂岩 189 玄室 67.12 砂岩 267 玄室 44.69 砂岩
34 羨道 73.75 砂岩 112 玄室 122.61 砂岩 190 玄室 67.05 砂岩 268 玄室 44.01 砂岩
35 羨道 71.83 砂岩 113 玄室 122.41 砂岩 191 玄室 66.29 砂岩 269 玄室 43.46 砂岩
36 羨道 71.66 花崗岩 114 玄室 122.37 混成岩 192 玄室 65.80 砂岩 270 玄室 43.17 砂岩
37 羨道 70.47 砂岩 115 玄室 118.73 砂岩 193 玄室 65.44 砂岩 271 玄室 41.69 砂岩
38 羨道 69.43 砂岩 116 玄室 115.16 砂岩 194 玄室 65.37 砂岩 272 玄室 41.44 砂岩
39 羨道 69.30 砂岩 117 玄室 113.85 砂岩 195 玄室 65.28 砂岩 273 玄室 41.19 砂岩
40 羨道 69.00 砂岩 118 玄室 112.19 砂質片麻岩 196 玄室 65.15 砂岩 274 玄室 41.18 砂岩
41 羨道 68.45 砂岩 119 玄室 110.58 砂岩 197 玄室 64.88 砂岩 275 玄室 41.02 石英脈
42 羨道 67.16 砂岩 120 玄室 109.50 砂岩 198 玄室 64.88 砂岩 276 玄室 40.99 砂岩
43 羨道 66.73 砂岩 121 玄室 107.93 石英脈 199 玄室 64.64 石英脈 277 玄室 40.00 砂岩
44 羨道 65.51 チャート 122 玄室 106.42 砂岩 200 玄室 64.42 砂岩 278 玄室 39.76 チャート
45 羨道 64.69 チャート 123 玄室 106.11 砂岩 201 玄室 64.38 砂岩 279 玄室 39.60 砂岩
46 羨道 64.09 砂質片麻岩 124 玄室 104.74 砂岩 202 玄室 64.30 花崗岩 280 玄室 39.56 砂岩
47 羨道 63.70 砂岩 125 玄室 104.10 砂岩 203 玄室 63.42 砂岩 281 玄室 39.53 砂岩
48 羨道 63.60 砂泥質千枚岩 126 玄室 103.77 砂岩 204 玄室 62.70 砂岩 282 玄室 39.51 チャート
49 羨道 60.62 砂岩 127 玄室 101.47 砂岩 205 玄室 62.44 石英片岩 283 玄室 39.50 砂岩
50 羨道 60.59 砂岩 128 玄室 101.17 砂岩 206 玄室 62.21 砂岩 284 玄室 39.33 砂岩
51 羨道 59.85 砂岩 129 玄室 98.76 砂岩 207 玄室 62.17 砂岩 285 玄室 39.28 砂岩
52 羨道 59.13 砂岩 130 玄室 98.43 花崗岩質圧砕岩 208 玄室 61.95 砂岩 286 玄室 39.09 砂岩
53 羨道 59.03 砂岩 131 玄室 97.70 砂岩 209 玄室 61.15 石英脈 287 玄室 39.08 砂岩
54 羨道 58.15 砂岩 132 玄室 96.58 砂岩 210 玄室 60.98 砂岩 288 玄室 38.62 砂岩
55 羨道 57.77 砂岩 133 玄室 96.54 砂岩 211 玄室 60.08 砂岩 289 玄室 38.50 砂岩
56 羨道 56.60 チャート 134 玄室 96.23 砂岩 212 玄室 59.69 砂岩 290 玄室 38.20 チャート
57 羨道 56.07 砂岩 135 玄室 95.47 砂岩 213 玄室 59.62 砂岩 291 玄室 37.87 砂岩
58 羨道 54.14 砂岩 136 玄室 95.39 砂岩 214 玄室 59.31 砂岩 292 玄室 37.59 チャート
59 羨道 53.13 砂岩 137 玄室 94.83 凝灰岩 215 玄室 59.14 砂岩 293 玄室 37.48 砂岩
60 羨道 52.74 砂岩 138 玄室 94.14 チャート 216 玄室 59.06 石英片岩 294 玄室 37.37 チャート
61 羨道 51.64 砂岩 139 玄室 93.76 砂岩 217 玄室 58.78 砂岩 295 玄室 37.00 砂岩
62 羨道 51.34 砂岩 140 玄室 93.29 砂岩 218 玄室 58.56 砂岩 296 玄室 37.00 石英脈
63 羨道 49.93 砂岩 141 玄室 91.98 チャート 219 玄室 57.72 砂岩 297 玄室 36.73 砂岩
64 羨道 49.89 砂岩 142 玄室 91.96 砂岩 220 玄室 57.42 砂岩 298 玄室 35.55 砂岩
65 羨道 49.60 砂岩 143 玄室 90.61 砂岩 221 玄室 57.22 砂岩 299 玄室 35.33 砂岩
66 羨道 48.87 砂岩 144 玄室 89.89 砂岩 222 玄室 56.86 砂岩 300 玄室 35.18 砂岩
67 羨道 48.56 砂岩 145 玄室 88.15 砂質片麻岩 223 玄室 56.77 砂岩 301 玄室 35.04 石英脈
68 羨道 48.14 砂岩 146 玄室 88.01 チャート 224 玄室 56.71 砂岩 302 玄室 34.09 砂質片麻岩
69 羨道 46.55 砂岩 147 玄室 87.87 砂岩 225 玄室 56.51 砂岩 303 玄室 33.55 砂岩
70 羨道 46.43 砂岩 148 玄室 87.55 砂岩 226 玄室 56.36 砂岩 304 玄室 33.25 砂岩
71 羨道 46.19 砂岩 149 玄室 86.99 砂岩 227 玄室 56.26 チャート 305 玄室 33.18 砂岩
72 羨道 46.12 砂岩 150 玄室 86.33 砂岩 228 玄室 55.99 砂質片麻岩 306 玄室 32.26 花崗岩
73 羨道 45.72 砂質圧砕岩 151 玄室 85.90 砂岩 229 玄室 55.46 砂岩 307 玄室 31.93 砂岩
74 羨道 45.65 砂岩 152 玄室 85.72 砂岩 230 玄室 55.37 砂岩 308 玄室 31.66 花崗岩
75 羨道 45.60 砂岩 153 玄室 84.95 砂岩 231 玄室 55.11 砂岩 309 玄室 30.81 砂岩
76 羨道 45.29 砂岩 154 玄室 84.48 砂岩 232 玄室 54.88 砂岩 310 玄室 30.76 砂岩
77 羨道 45.16 砂岩 155 玄室 83.98 砂岩 233 玄室 54.58 砂岩 311 玄室 29.91 砂岩
78 羨道 45.09 砂岩 156 玄室 83.79 チャート 234 玄室 54.34 砂岩 312 玄室 25.64 石英脈
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表２　床面に用いられた調査対象石材（試料No.1～312）の岩石種
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⑶　結果
　鑑定した結果を表２に示す。対象とした礫312試料
の内訳は、堆積岩270試料（約86.5%）、変成岩23試料（約
7.4%）、火成岩８試料（約2.6%）、その他11試料（約3.5%）
であった。
　堆積岩270試料の内訳は、砂岩244試料（約90.4%）、
チャート22試料（約8.1%）、礫岩３試料（約1.1%）、凝
灰岩１試料（約0.4%）であった。変成岩23試料の内訳
は、片麻岩10試料（約43.5%）、混成岩（ミグマタイト）
５試料（約21.7%）、片岩４試料（約17.4%）、圧砕岩（マ
イロナイト）３試料（約13.0%）、千枚岩１試料（約4.3%）
であった。火成岩８試料は、全て花崗岩であった。そ
の他11試料は、全て石英脈であった。

　床面に用いられた調査対象石材の一部（試料No.4、
12、29、46、100、114、157、184、269）を図４に示す。尚、
図中の番号は表２の試料No.に対応している。採取し
た試料の中には試料No.12（花崗岩）及び試料No.269（砂
岩）のように風化により凹凸を呈したものがあった。

【今後の予定】
　石ノ塔古墳の側面及び天井面に用いられた岩石

（チャート、砂岩）の採取地を周辺露頭の岩石の化学
組成と比較することにより推定する。また床面に用い
られた礫の採取地を周辺環境（川原、湖岸、地層）の
礫種組成と比較することにより推定する。更に床面に
ついては図面に基づく礫のサイズ及び配列を科学的に
評価することにより、石室建築の拘りを検証する。

様式 3 

（3）結果 
 鑑定した結果を表2に示す。312試料の内訳は、堆

積岩270試料（約86.5%）、変成岩23試料（約7.4%）、

火成岩8試料（約2.6%）、その他11試料（約3.5%）

であった。 
堆積岩270試料の内訳は、砂岩244試料（約90.4%）、

チャート22試料（約8.1%）、礫岩3試料（約1.1%）、

凝灰岩1試料（約0.4%）であった。変成岩23試料の

内訳は、片麻岩10試料（約43.5%）、混成岩（ミグマ

タイト）5試料（約21.7%）、片岩4試料（約17.4%）、

圧砕岩（マイロナイト）3試料（約13.0%）、千枚岩1
試料（約 4.3%）であった。火成岩 8 試料は、全て花

崗岩であった。その他 11 試料は、全て石英脈であっ

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

床面に用いられた石材の一部（試料No.4、12、29、
46、100、114、157、184、269）を図4に示す。尚、

図中の番号は表 2 の試料No.に対応している。採取し

た試料の中には試料 No.12（花崗岩）及び試料番号

No.269（砂岩）のように風化により凹凸を呈した。 
 
【今後の予定】 
 石ノ塔古墳の側面及び天井面に用いられた岩石（チ

ャート、砂岩）の採取地を周辺露頭の岩石の化学組成

と比較することにより推定する。また床面に用いられ

た礫の採取地を周辺環境（川原、湖岸、地層）の礫種

組成と比較することにより推定する。更に床面につい

ては図面に基づく礫のサイズ及び配列を科学的に評価

することにより、石室建築の拘りを検証する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 チャート（長径 228.92mm） 12 花崗岩（長径 119.15mm） 29 砂岩（長径 78.28mm） 

46 砂質片麻岩（長径 64.09mm） 100 花崗岩質圧砕岩（長径 152.36mm） 114 混成岩（長径 122.37mm） 

157 礫岩（長径 83.29mm） 184 石英片岩（長径 69.40mm） 269 砂岩（長径 43.46mm） 

図4 床面に用いられた石材の一部（図中の番号は表2の試料No.に対応） 

図４　床面に用いられた調査対象石材の一部（図中の番号は表２の試料No.に対応）
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南アルプスの生物（いきもの）探索プロジェクト
～高山帯の微小生物の探索～

宮澤 俊義 ｜ 技術部キャンパスミュージアム技術職員
連携先：静岡県くらし・環境部環境局自然保護課生活環境課

15

１．活動の経緯
　2020年末に静岡県くらし・環境部環境局生活環境課 
環境影響評価班主査の諸橋良氏が、静岡大学キャンパ
スミュージアムに家族と共に訪れた。
　諸橋氏は静岡大学理学部地球科学科の卒業生であ
る。ミュージアムの展示を熱心に見てもらった。
　初対面ではあったが、地域連携の件で意見交換をす
る事も出来た。その時に、県としても南アルプスの自
然をどう保全していくか、自然の素晴らしさをどう発
信していくかを話し合った。
　それ以降も何度も話し合いや打合せを行って南アル
プスの調査を静岡県庁と静岡大学とで行うことで合意
した。「微小生物」からのアプローチを行うことにした。

２．活動内容
⑴　南アルプスの岩石の展示
　2021年６月から、理学部Ｂ棟の玄関内に南アルプス
のコーナーを作り、諸橋氏が採集してきた、南アルプ
スの岩石を解説と共に展示した。
　静岡新聞６月５日の朝刊に掲載された。

　新聞記事を見て、キャンパスミュージアムに訪れる
一般市民の方が多くおられたのには驚いた。

⑵　南アルプスの山々の写真と高山植物の写真の展示
　理学部Ｂ棟玄関で、岩石と共に、静岡県くらし・環
境部環境局自然保護課自然公園班主査の山崎氏の撮影
した南アルプスの山々の写真と高山植物の写真をパネ
ルにして展示した。同時に県の植物の資料と広報物も
置いて学生たちに見てもらった。

静岡新聞 2021年６月５日の記事

キタダケソウ

ホテイアツモリソウ
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⑶　千枚岳・駒鳥池へ
　2021年８月３日・４日の行程で千枚岳へ出発した。
　南アルプスは、アプローチが長いので、８月３日は
麓の旅館で一泊して、翌４日早朝に椹島に集合した。

　静岡県 くらし・環境部環境局自然保護課の企画で
ある「ふじのくに生物多様性地域戦略」にも参加する、
静岡県立静岡農業高校、藤枝北高校、田方農業高校の
高校生20名も参加した。

赤石岳

仙丈岳

雷鳥の親子

理学部Ｂ棟ピロティー

理学部Ｂ棟ピロティー
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⑶　まとめ
　千枚岳には20年ぶりに頂上に立つことができた。そ
の自然は変わることなく雄大で素晴らしかった。駒
鳥池には初めて行ったが、豊かな自然が残されてい
た。そして淡水性のクマムシの他、サラサダニ、オス
トラコーダ―、センチュウ、ワムシなど採集すること
が出来た。現在クマムシの分類をしているが、特徴的
な形態をていて、未記載種の可能性も高い。そのため 
SEMで撮影した写真だけここでは報告する。生物の
分類は時間がかかり慎重に進めなくてはならない。
　また来年度も継続して調査を行い、駒鳥池のクマム
シの種類の同定や、水質や水温、PH などの基本的な
データも集めて、総合的に南アルプスの自然の調査に
貢献するつもりだ。

■本プロジェクト実施メンバー
宮澤 俊義　�技術部 キャンパスミュージアム 技術職員

（プロジェクト代表者）
塚越 哲　　理学部教授
山崎 由晴　静岡県くらし・環境部環境局
諸橋 良　　静岡県くらし・環境部環境局

赤石岳をのぞむ

駒鳥池

駒鳥池のクマムシ（SEM写真）

トリカブトの仲間

千枚岳山頂

千枚岳山頂
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